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例 言   

1 本書は、前橋市南部拠点西地区土地区画整理事業に伴い実施した、南部拠点地区遺跡群No．10の埋蔵文化財  

発掘調査報告書である。  

2 調査は、前橋市教育委員会の指導・監督のもとに、前橋市南部拠点西地区土地区画整理組合の委託を受け、  

有限会社毛野考古学研究所が実施した。調査担当は同研究所員 井上 太、有山径世、山本千春である。  

3 発掘調査・整理作業の実施期間は、平成26年3月19日～平成26年9月29日である。  

4 本調査の調査区の地番、面積及び遺跡番号、並びに略称は下記のとおりである。  

所在地地番：前橋市鶴光路町1132 外17筆  面積：9，850Ⅰ遥  

遠跡番号：00785  略称：25G84  

5 本調査の遺構測量は、小出拓磨、設楽和也（有限会社毛野考古学研究所員）が担当した。  

6 本書の編集は有限会社毛野考古学研究所が行い、井上が担当した。  

7 本書の執筆は、Ⅰを藤坂和延（前橋市教育委員会）、その他を井上が担当した。  

8 調査に関わる資料は、一括して前橋市教育委員会文化財保護課が保管している。  

9 発掘調査・整理作業に関わった方々は下記のとおりである。（五十音順、敬称略。）   

［発掘調査］赤尾嘉章 赤見公一 横川正行 新井健吾 新井正治 碓井俊夫 大竹 努 小野田勝  

金田 守 狩野友好 神山春示 亀田浩子 川上善平 川田敏夫 菊池文男 北山信一  

小暮悠樹 佐藤幸子 篠原孝宏 清水 勝 清水千代 志村久子 須賀保一 関口孝行  

関口勝司 高田和正 高橋智子 高林 操 武井みち子 都丸夏雄 中原囲隆 荏戸玲子  

橋本幸明 堀口聖一 堀越国光 松井昭光 松倉秀樹 水島利茂 矢島義秋 山崎美紀香  

山田明男 渡辺信夫   

［整理作業］青柳美保 池内麻美 小野沢絹子 合田幸子 小谷貴世美 下候真美代 瀬尾則子  

伴場りく 武士久美子 永島美和子 真下弘美  

10 発掘調査の実施から報告書刊行に至る間、以下の機関・方々のご指導・ご協力を賜った。記して感謝を申し  

上げる。（順不同）株式会社ベイシア 清水建設株式会社 赤塚次郎 坂口 一   田口一郎  

永井智教  三浦京子  

凡 例   

1 挿図の座標北には、世界測地系（国家座標第Ⅸ系）を使用した。方位記号は座標北を示す。  

2 等高線や断面図中における水準値は、海抜標高を示す（単位：m）。  

3 掲載の遺構図の縮尺率は、各挿図中にスケールで表示した。  

4 グリッドは、原点（X＝37，300・Y＝－67，400）より、西から東へⅩ0、Ⅹ1…、北から南へYO、Yl・・・と付した。  

5 本書中のテフラの呼称は、下記のとおりである。  

As－A、A軽石：1783年（天明3年）に噴出した浅間Aテフラ。  

As LB、B軽石：1108年（天仁元年）に噴出した浅間Bテフラ。  

Hr－FA、FA：6世紀初頭に噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ。  

AsC、C軽石：4世紀初頭頃に噴出した浅間Cテフラ。  

6 本書掲載第1図には、国土交通省国土地理院発行の1／200，000「長野」・「宇都宮」、第2図に同院発行の   

1／25，000地勢図「前橋」・「高崎」、第3図には「前橋市都市計画図」1／2，500を一部加工して使用した。  

7 表紙には2011年国土地理院撮影の空中写真を使用した。   
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Ⅰ 調査に至る経緯  

平成25年6月5日付けで前橋市南部拠点西地区土地区画整理組合より埋蔵文化財確認調査依頼が前橋市教育  

委員会に提出され、同年7月3日～8月30日にかけて試掘調査を実施し、浅間B軽石で覆われた水田跡を確認  

した。試掘調査に際しては、開発面積が広大であるため原則20mピッチでトレンチを設定し、重機により遺構  

確認を行った。なお、試掘面積は8，659niであった。試掘調査の結果を受け、埋蔵文化財の保護について協議を  

重ねたが、設計変更は不可能であるため発掘調査を実施し記録保存の措置を執ることで合意を得た。前橋市教育  

委員会では既に直営による発掘調査を実施しており、直営による調査の実施が困難であるため、「群馬県内の記  

録保存を目的とする埋蔵文化財の発掘調査における民間調査組織導入事務取扱要綱」に則り、前橋市教育委員会  

の作成する調査仕様書に基づく監理・指導の下、発掘調査を実施することになり、平成26年3月7日付けで前  

橋市南部拠点西地区土地区画整理組合、民間調査組織である有限会社毛野考古学研究所、前橋市教育委員会との  

間で発掘調査実施に関する協定書が締結された。同年3月10日から適時調査準備を開始、同年3月25日から土  

木重機の投入による表土除去が実施され、現地での発掘調査が開始された。  

なお、遺跡名称「南部拠点地区遺跡群‰10」の「南部拠点地区」は区画整理事業名を採用し、数字の「N仇10」  

は過年度に実施した調査と区別するために付したものである。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1地理的環境  

本道跡は、前橋市域の南東部「前橋台地」の後背湿地に立地する。前橋台地は、約2万年前の浅間山噴火によ  

る山体崩壊を起源とする「前橋泥流」が、利根川によって赤城・榛名山間から関東平野に流出する部分に堆積し  

て形成された扇状地性台地である。台地上にはその後の中小河川の浸食によって、北西から南東方向に多くの自  

然堤防・後背湿地が形成されている。台地の東辺は、利根川の旧流路である広瀬川低地帯の段丘崖によって画さ  

れている。この崖上には高燥な地形が帯状に連なり、その西方には高崎市・玉村町にかけて広大な水田地帯が広  

がっている。現在この水田域の中を、中世に流路が変流したと考えられている利根川が貫流している。東方には  

前橋台地北部の湿地帯に源をもち、古墳時代から水田開発に利用されてきたと考えられる「端気川（はけがわ）」  

が商流している。調査地は現在の利根川の左岸から300m前後、瑞気川の右岸からは約1kmに位置する。  

第1図 遺跡の位置  



2 歴史的環境  

本遺跡周辺の前橋台地東半部では弥生時代から前の遺跡の立地は非常に少ない。ここでは遺跡数が急増する古  

墳時代以降の様相について記していく。   

古墳時代前期には周辺の自然堤防や微高地上に多数の集落が立地してくる。徳丸仲田遺跡（44）東辺のH・Ⅰ区、  

公田池尻遺跡（34）北端部、本道跡北西の横手早稲田遺跡（26）・横手湯田遺跡（24）A・B区で住居跡が検出さ  

れている。このうち横手早稲田・横手湯田遺跡の住居跡は、周囲に溝をめぐらせたものである。また、下阿内壱  

町畑遺跡（12）1区から西田遺跡B区（14）にかけてでは、この時期の祭祀跡とみられる痕跡も発見されている。  

その他、As－C関係の水田跡や溝跡などが周辺部で多数検出されている。前代までと大きく様相が変わる背景  

として、台地上の小河川の利用や用排水路の開整などによる低地部の水田開発が考えられている。また、徳丸仲  

田遺跡では堰を伴った大規模な用水路が発見され、広範囲に及ぶ組織的な大開発が行われたと考えられている。   

これらの水田開発を主導したとみられる首長層の墳墓が築かれた地として、台地の東辺に朝倉・広瀬古墳群が  

分布している。前期に限っても、全長130mの東日本最大の前方後方墳である前橋八幡山古墳、129mの前方後  

円墳で三角縁神獣鏡などを出土した前橋天神山古墳が占地しているほか、同時期の円墳である朝倉Ⅱ号古墳など  

が知られている。また、公田東遺跡（35）では前方後方形周溝墓も検出されている。   

古墳時代中期から後期の集落遺跡は台地の北辺部以外には今のところ発見例がない。少量ながら後期の土器が  

出土する遺跡もみられ、前期とは地点を替えて存在するものと考えられる。水田跡はHrFAやHrFPに関  

わる水田が22遺跡で確認されており、水田域の拡大に伴い集落域が移動している可能性がある。   

朝倉・広瀬古墳群ではその後も7世紀代まで有力古墳の築造が続き、全体としては150基以上の古墳が存在し  

たことが判明している。   

奈良・平安時代では、再び周辺の微高地上に広く集落が展開してくる。西善尺司遺跡（46）やその東方の中内  

村前遺跡などでは大規模集落が発見されている。平安時代末期のAsB層直下の水田跡は周辺のほとんどの遺  

跡で検出される状況で、その区画は条里区画を継承していることが判明している。周辺一帯の条里制の施行に伴  

い、集落域の再編が行われたことも考えられている。   

中近世については、大きな特色として環濠遺跡群の存在があげられる。玉村町にかけての一帯には、方形を基  

調とする濠をめぐらせた屋敷地や寺院などが散在し、環濠の一部と考えられる溝跡が検出された遺跡も数多い。  

力丸城址や宿阿内城址（a・b）はこのような環濠屋敷が複合・発展した形態と考えられている。   

第1表 周辺遺跡検出遺構  
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第2図 周辺の遺跡  



Ⅲ 調査の方法と経過   

1調査の方法  

前橋市教育委員会が実施した試掘調査結果から、調査対象地内にはAs B層下の水田跡が広範囲に展開して  

いることが予想され、→部には遺物包含屑も確認されていた。今回の開発事業の計画内容は大型店舗の建物等の  

建設であり、調査範囲は遺跡に破壊が及ぶ部分となるA・B・C3カ所の調査区が決定された。調査区の面積は  

A区1，148・37汀f、B区1，223，44Ⅰガ、C区7，581・55∫迂、合計で9，953・36f淫となった（第3図）。   

調査はB区から着手し、その後A区、C区へと順次進めていった。調査の方法は、表土からAs－B層の上部  

までバック・ホーで据削し、AsB層の遺存しない部分についてはAs－B層の下層となる層位まで掘削した。  

このため、As－B層より上部から掘整された遺構は、土層断面の観察により本来の掘り込み面を確認した。重  

機による表土除去後は人力により遺構の確認と検出にあたった。また、As－B層下面の水田の調査終了後、C  

区で認められた遺物包含層の部分を調査し、古墳時代後期、及び前期の住居跡を検出した。   

遺構の精査後は写真撮影、測量図面等の記録を作成した。写真は、35mmモノクロフイルム及びリバーサルフィ  

ルムと、デジタルカメラで撮影し、全体の遺構検出終了後には空中写真撮影を実施した。図面測量は、平面図は  

ト」タルステーションを用いて作成し、断面図は手実測で1／20縮尺で実施した。  

検出された遺構は調査区・時代などに関わらず検出順に種類毎に記号番号を付した。記号は、Hが住居跡、D  

は土坑、Ⅰが井戸跡、Wは溝跡、Ⅹは不明遺構を表している。本書では原則調査時の遺構番号をそのまま使用し  

ているが、東西大畦畔についてのみは調査時の1号を2号に、2号を3号にそれぞれ変更した。  

第3図 調査地位置図  

4 －   



2 調査の経過  

平成26年3月19日より準備作業を開始。基準杭  

や調査区の設定、器材の搬入、現地事務所用プレハ  

ブ・トイレの設置などを行う。   

3月25日から重機による表土掘削をB区から開  

始、31日からは重機を2組としてA区も並行して  

表土掘削を開始した。両区の表土の除去は4月3日  

に終了し、引き続きC区の表土掘削に移行した。最  

終的にC区までの掘削が終了したのは4月18日で   

あった。   

この間、3月22日からは作業員による遺構検出  

作業を、B区の南半部から開始した。B区の遺構検  

出は4月7日に終了し、引き続きA区の西半部から  

掘下げを開始した。A区は4月14日に精査を終了  

し、15日にはA・B両区の空中写真撮影業務を実  

施した。16日から23日にかけてはA・B区の遺構  

測量業務と補足調査を実施した。   

C区は4月15日から遺構の検出作業に取りかか  

り、As－B層の遺存度が良い北西部から遺構検出  

作業を開始した。4月25日にW－16号溝から西の  

As－B層下面の精査を終了し、その後再び北方か  

ら、東半部の精査にあたった。AsB層下面での  

遺構検出は5月15日に終了したが、この間5月12  

日からは下層の古墳時代の遺構の調査を開始し、22  

日に終了した。   

5月19日からはC区の空中写真撮影実施に向け  

て、調査区内の清掃や器材の撤去・搬出作業を開始。  

23日にラジコン・ヘリにより空中写真を撮影。   

C区の遺構測量業務は、この間5月1日から断続  

的に実施した。   

5月24日にはC区の補足調査や測量業務を行い、  

現地での作業をすべて終了した。   

整理・報告書作成業務については、平成26年5  

月26日から9月にかけて有限会社毛野考古学研究  

所において実施した。  

J  

第4図 調査区全体図   



Ⅳ 遺跡の概要   

1基本層序  

調査地は昭和40年代の耕地整理によって整然とした水田区画が造成されている。標高はC区の北西部が78．3  

mほどで、全体的に南東方向にゆるやかに傾斜し、A区南東部との高低差は1．4mという現況であった。   

標準土層はB区で良好な層準が確認でき、A区においても比較的良好な状況がみられた。しかし、C区中央で  

は第刀層のAsB層の下面は、北西から南東方向への浅い谷地形となっており、第刀層より上部の堆積は地点  

によって大きく異なっていた。さらに、C区中央の東半部側は第Ⅶ層までも削平されて残存せず、本来この付近  

は微高地状の地形であったことが想定された。古墳時代の住居跡はこの地点で検出されている。C区南端の谷部  

では第ⅩⅣ層と第ⅩⅤ層の間にHrFA泥流層が薄く確認されたが、その他では古墳時代前期の住居跡外周溝  

の覆土上部に部分的に検出されたのみであった。またAs－C層は純層が確認された地点はなく、軽石の混入か  

ら第ⅩⅤ層の下層での降下が考えられた。  

西  C区       4  東  
C区  
＿ 1  －78（h  

標準土層説明  
I層 暗褐色上層  
Il層  灰黄褐色土層  
Ⅲ層 灰褐色土層  
Ⅳ層  黄橙色砂質上層  
V層 橙色砂質土層  
Ⅵ層 橙色砂質上層  
Ⅶ層  にぷい黄橙色砂層  
Ⅷ層 灰黄褐色土層  
Ⅸ層 褐灰色土層  
Ⅹ層  褐灰色二1二層  

Ⅹ1層  AsB層  
XⅡ層 黒色粘質上層  
X皿層 灰色粘質土層  
Ⅶ〉層 褐灰色粘質土層  
HrFA層  
W層  灰褐色粘土層  
（AsC層）  

Ml層 灰白色粘土層  

表土層。AsA多量に混入。鉄分沈着。しまり・粘性やや有り。  
As一人多量に混入。機色土′トブロック少量混入。しまり有り。粘性やや有り。  

AsA多量に混入。鉄分沈着。橙色土小ブロック少量混入。しまり有り。粘性やや有り  
AsA多く、灰色粘質土′トブロック少量混入）しまり有り、粘性弱。  
AsA少量混入。鉄分多量に沈着。しまり有り、粘性弱。洪水層れ  
AsB微量混入。しまりやや有り、粘性弱。洪水層か。  
しまり・粘性無し。洪水層。  
As－B・英機邑粘質土小ブロックが少量混入。鉄分沈着。しまりやや有り。粘性弱。AsB泥土層。  
AsB多量、茹橙色粘質土小ブロック少量混入。鉄分沈着。しまりやや有り。粘性弱。AsB混土層。  
As－B多量に混入。しまり有り。粘性弱。AsB混二1二層。  

最下層に′ト豆色のアッシュが認められる次堆積層。しまり・粘性無し。  
しまり・粘性強。AsB層下水田耕作上  
しまり・粘性強。鉄分沈着。As－B層下水田耕作⊥基盤眉。  
しまり・粘性絶っ 鉄分沈着。  
泥舵層。しまり・粘性弱。  
A㌻C少量混入。しまり・粘性強。鉄分沈着。   

淡黄色粘土・暗灰色粘土との温土。鉄分沈着。しまり・粘性鈍  

A区  南  区 B 
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第5図 基本層序  

2 遺構・遣物の概要  

検出された遺構は、A区とB区で平安時代末のAspB層直下の水田跡及び溝跡3条、中世以降のAsB浪  

士の溝跡2条、土坑4基、近世以降の溝跡1条で、C区では古墳時代前期の住居跡2軒、土坑5基、古墳時代後  

期の住居跡1軒、AsB層直下の水田跡及び溝跡7条、窪地状遺構1基、As－B混土の土坑8基、井戸跡1基、  

溝跡24条、窪地状遺構1基、近世以降の溝跡3条であった。   

AsB層直下の水田跡は、A区とB区ではAsB層の下まで耕地整理の削平が及んでいる部分があったもの  

の、全体的に畦畔などが良好に検出された。C区では調査区中央付近の東側がやはりAs－B層下まですでに削  

平されており水田跡は検出されなかった。一帯は調査区のほぼ全域にわたって水田跡が展開していたとみられる。   

遣物は、A区・B区ではほとんど出土がなかった。C区でもAsrB直下の水田跡や溝跡などに係わるものは  

検出されなかったが、中世以後の溝跡などからは土師器や陶磁器の破片など少量の遺物が出土した。しかし土師  

器類についてはすべて混入によるものである。一方、古墳時代前期の住居跡では、外周溝の部分から良好な土師  

器群の出土があった。   



Ⅴ 検出遺構   

1 平安時代末以降  

1A 区   

調査区中央付近を南北に深い排水路が走っており、調査区は東西に分かれていた。東半部では過去の耕地整理  

の削平を受けて、60cm近く低い段差となっていた。このため、西半部では第XI層（As－B層）も含めて良好な  

層準が認められたが、東半部では表土層の直下に辛うじて第刃層が薄く残る程度の部分が多く、第ⅩⅠ層上面も後  

世の耕作などによる撹乱が激しかった。以下、中・近世の遺構も含めて種別、番号順に記載する。   

なお以下の記述中、Ⅹ・・・、Y・・・についてはグリッド番号を表している。  

1 As－B層下水田跡（第6・7図、PL．2・3）  

位置：調査区のほぼ全域で検出された。 重複：中世以降のW－1号・3号溝跡、D1号・2号土坑に切られ  

ている。地形：北西部で標高77m強、南東端部が76m強と1mの差があり、ゆるやかに傾斜している。  畦畔：  

調査区の南端部Ⅹ220～225、Y127で、22mの長さにわたって1号東西大畦畔が検出された。西半部はほぼ東西  

方向の走向であるが、東半部は200 程北に振れた方向であった。規模は、最大幅は94cm、最大高は6cmほどを  

計る。削平を受けているためか小規模な部分が多かったが、他の小畦畔よりは全体に規模が大きかった。東端部  

ではAsB降下で直接埋没したW2号溝が併行して走っていた。本来は大畦畔の中央部にあったものが、畦  

畔の南側が削平された結果と考えられる。このW－2号溝の西の畦畔上（Ⅹ224）には2カ所に礫（S－1・2）  

が検出された。10cm強ほどの輝石安山岩で、礫の大部分が畦畔の中に埋まった状況であり掘り込みなどは認め  

られなかった。この北の水田面中（Ⅹ224、Y127）にも同様に礫が1点（S3）検出された。さらに中央付近（X223）  

には幅70cmと広い水口1が設けられ、南の調査区外へ続く南北小畦畔（Ⅹ221）が1条取り付いていた。その他  

の小畦畔も含め畦畔の高さはあまりなく、盛り土はすべて水田面と同じAsB層直下の第刃Ⅰ層の黒色粘質土で  

形成されていた。 区画：全形が捉えられた水田区画は調査区中央付近の不定形な6枚程度であった。一部には  

南北（X223、Y122～125）、東西方向（X218、Y121・122）に小畦畔の目が通る部分もあり、調査区西半の北側  

や東半部の付近は長方形の区画を指向している様子が見られた。しかし、調査区中央付近では小さな三角形や菱  

形状の区画をはじめ不定形な区画が多く、最小の三角形の区画（X221、Y122）は2n封まどと極小であった。水田  

面は黒色粘質土で全体的に10cm内外の層厚があり、1号東西大畦畔の北側から上記の不定形な区画の部分にか  

けては、上面が茶褐色に変色した部分が認められ、鉄分の沈着によるものとみられた。また、この付近の水田面  

は凹凸が目立つ状況であったが、凹凸自体は風化しているようであった。調査区西半の中央部では、AsB層  

で直接覆われた掘削痕が集中する個所（X219、Y121）が検出された。幅10cm強の平らな刃先を持つ鋤状の耕具  

によるもので、50個以上の痕跡が残り、ほとんどが西あるいは北西方向からの掘削であった。南側の途切れた  

小畦畔の状況と合わせてみると、畦畔を崩す行為がなされていたと考えられる。 水口：大畦畔以外に4カ所（水  

口2～5）で確認されたが、前記の不定形な区画群の付近にまとまるように検出されている。 遺物：調査区の  

北辺付近（X217・Yl15、第6図A区1）で灰粕陶器皿（第30図）の破片が出土したが、洪水起源とみられる灰  

黄褐色シルト質土の堆積する浅い窪地部分からの出土であった。  

n・  
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水口1  
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第6図 A区全体図及び断面図  
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畦 水口2 畦  

I I  

1号東西大畦畔  畦  
†  T  

E′ ド  臍1‡  C／ D  D′  E  C   ドl  

76＿9m  †  I  T内．q¶  7il＿9M  †   

畦  畦  晰 水口3 畦  
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了l≒th  

I  

T丁盲i  

畦 水口5畦  
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K／ L  J′ 旦   
】  丁7．しh  

7  ，  

0  1：60  2m  

第7図 A区As－B下水田断面図   

2 土 坑   

D－1号土坑（第8図、PL．3）  

位置：調査区東半部の南端付近、X224、Y126で検出された。 重複：As－B層を振り込みAs－B下水田面を切っ  

ていた。 規模・形態：やや不整な円形で、長径61cm、深さは13cmを計る。断面形は円筒形である。 埋没状態：  

B軽石を多量に含む埋土で、As－Bの降下後あまり時間を経ない段階での掘削とみられる。遺物の出土はなかっ  

た。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

D－2号土坑（第8図、PL．3）  

位置：調査区西半部の中央部X221、Y122で検出された。 重複：AsLB層を掘り込みAs－B下水田面を切っ  

ていた。規模・形態：長径63cmの楕円形で、深さは20cmほどである。断面形はなべ底状を呈していた。 埋没  

状態：埋土中にはB軽石を多量に含み、D－1号土坑と同様であった。遣物はなかった。 時期：埋土の状況か  

ら中世とみられる。  

D1号土坑  D2号土坑  
・て 】  

芸◎ 
7 

「‾ 
＼ニコ＝丁 

1恥明色土 AsB宙冊こ含む。しまりあり。粘性軋B混土層  

0  1：40  1m  

－－‾  一11  

1陳色土 As－B多量に含む。しまりあり。粘性乳B泥土層  

第8図 A区土坑  

3 溝 跡   

W－1号溝跡（第6・9図、PL．3）  

位置：調査区東半のⅩ224～226、Y125～127で検出された。 重複：As－B層を掘り込み、1号東西大畦畔な  

どAs－B下水田を切っている。 規模・形態：L字形にほぼ直角に走る北辺部と西辺部で、北辺部9．3m、西辺  

部7mが検出された。上幅は40cm前後で、深さは最深部でも25cmほどと浅かった。断面形は箱状で、底面には  

掘削痕の凹凸がみられた。 埋没状態：埋土中はB軽石と粘質土を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中  

世とみられる。  

一 日・－   



W－2号溝跡（第6・9図、PL．2）  

位置：調査区南東端部X224・225、Y127で、1号東西大畦畔に沿って検出された。 重複：第H層よりも下面  

からの掘り込みである。 規模・形態：調査区東壁から2．7mの長さが検出されたが、西側はすでに畦畔ととも  

に削平を受け残存していなかった。上幅は40～60cmほどで、深さは5cm弱ほどの浅い皿状の断面形であった。  

大畦畔に伴う溝と考えられる。 埋没状態：AsBの降下で直接埋没しており、流水の痕跡は認められなかった。   

時期：1号東西大畦畔と同じく平安時代末である。   

W－3号溝跡（第6・9図、PL．4）  

位置：調査区東半部X226・227、Y121～124で南北方向に縦断して検出された。 重複：第Ⅳ層よりも下位から  

の掘り込みで、第Ⅶ層を切っている。 規模・形態＝ほぼ南北の走向で、14mの長さが検出された。南北両端  

は調査区外へ続いている。北端部では上幅60cm、深さ30cmほどであったが、南端側は幅20cm、深さは数cmほ  

どとなっていた。断面形はなべ底状を呈する。 埋没状態：B軽石を多く、粘質土の小ブロックを少量含んでい  

た。 遺物：軟質陶器や陶器の小片が数点出土した。 時期：埋土や遺物の状況から中世とみられる。   

W－4号溝跡（第6・9図、PL．4）  

位置：調査区の東端Ⅹ227・228、Y120・121で検出された。 重複：第Ⅳ層よりも下位からの振り込みで、第Ⅶ  

層を切っている。規模・形態：北西から南東方向へやや東に湾曲しながら走る。両端とも調査区外へ続いている。  

長さ5m弱が検出され、規模は上幅40～25cm前後、最深部で5cmほどであった。断面形は、浅い皿状である。  

埋没状態：As－Bの降下によって埋没している。 時期：埋土の状況から、AsB下水田と同時期の平安時代  

末である。  

W－1号溝跡   W－1号溝跡  W－2号溝跡   

皇≡  

城西大畦畔  

B  

76．8正  

1As－B一曲鵬鵬  

W4号溝跡  

1黄褐色土 AsB、暗灰色粘質土を多量に含む。  
鉄分少量址鼓 しまり、粘性ややあり．  

2 如拙色土崎灰色粘質土ブロックを  
少量含む。しまり、粘性ややあり。  W－3号溝跡  

1灰黄褐色土 As－Bを多量含む。  
鉄分沈着。しまり、粘性ややあり。  

望 灰黄褐色土 AsB、灰色粘質土  
ブロックを少量含む。しまり、粘性ややあり．  

第9図 A区構跡断面図  

0  1＝60  皇巾  

2 B 区  

A区の北方85mほどに位置する。A区と同じく調査区の東辺部を南北方向に排水路が縦断し、さらに中央部  

には幅5mの道路が東西に走っているため調査区は4分割された。排水路の東側はやはり耕地整理で大きく削平  

されて現表土の上面では60cmほどの段差があり、東側ではAs－B層（刀層）や第Ⅶ層までがすでにほとんど失  

われていた。その他の部分はAs－B層は全体に良好に遺存していた。  

1 As－B層下水田跡 （第10・11図、PL．4・5）  

位置：調査区のほぼ全域で検出された。 重複：D－3号・4号土坑、W5号溝跡に切られている。 地形：  

－10   
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水田面である第Ⅶ層の標高は、北西端の最高所で77．60mほど、残存部の南東端部は77．25mほどで、本来はゆ  

るやかな傾斜地形で、全面に水田が広がっていたとみられる。 畦畔：調査区南半部の中央（X212、Y82～92）  

を縦断して約41．5mにわたって1号南北大瞳畔が検出された。わずかに屈曲するものの走向はほぼ南北方向で  

あった。規模は、W－5号溝と重複する部分の南側半分ほど（Y88～92）は幅が1．5～1．2mほどと広く、その  

中央部にはW－6号溝跡が走っていた。これに対して北側（Y82～87）は45cm～1mの幅と縮小されていた。  

高さは最高部でも5cmほどしかなかったが、これは他の畦畔全体でも同様の遺存状況であり、AsB層の被覆  

状態からみると後世の削平などによる結果ではなく、本来AsBの降下時点で畦畔はあまり高い状態になかっ  

たことによるものと考えられた。W6号溝跡は大畦畔に伴うものでAsB層に直接覆われていた。東西の小  

畦畔が交差するように派生していたが、それらの走向は一定していなかった。西側に水口1（X212、Y90）が設  

けられていた。調査区北辺部（X207～210、Y73）では2号東西大畦畔が13mの長さで検出された。小さな屈曲  

はあるがほぼ東西方向に走行していた。幅は0．5～1．5mと小畦畔よりやや幅広程度の規模で、高さは最高部で  

も5．5cmほどであった。西端部付近で南北の小畦畔が交差する部分（X207、Y73）が1カ所検出されたが、後世  

の多数の大小のピットが集中し擾乱されていた。また北側に水口3（Ⅹ209、Y73）が設けられていた。その他の  

小畦畔ではやや幅広のものが多い状況であった。畦畔の盛り土はすべて水田面と同じ第Ⅶ層黒色粘質土層であっ  

た。 区画：全形が検出された区画はなかった。総じて整然とした形状とはなっていないが長方形を基調として  

おり、一区画の面積が広く変則的な小区画はみられなかった。水田面の第Ⅶ層は、一部に鉄分の沈着により橙褐  

色に変色した部分が認められた。 水口：大畦畔以外に1カ所水口2（X208、Y75）が確認されたのみであった。  

遺物：水田面の2カ所で小礫S－6（X212、Y91）・7（Ⅹ212、Y84）が検出された。10cm強ほどの輝石安山岩で、  

第Ⅶ層中に入り込んでいたが特に掘り込みなどは認められなかった。  

水口1  1号南北大畦畔 
．†  

1号南北大畦畔  旦   ＿   

旦 畦  
77■5nl  

1号南北大畦畔  c′  D  且■  1号南北大畦畔  旦  
‡晶   唖  

C  

77．5m  

l．雁廃艦臓   1号南北大畦畔  
＿  

畦  里  ▼  

K 畦  

甲東軍き鮎  
畦  ＿丘竺  K／  畦  Ⅰ′  

畦 水草葺 畦  
畦，   N′  M／  

0  1：60   2号東西大畦畔水口3 畦  
p  畦  p′   

一打醐‾‾‾  

第11岡 R区As一円下水田断面図  
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2 土 坑   

D－3号土坑（第12図、PL．5）  

位置：調査区南半部のX211、Y87で検出された。 重複：As－B下水田の東西方向の小畦畔を切っていた。規  

模・形態：平面形は東西に長い瓢箪形であるが基本は西半の円形部分である。東半部は浅く二段掘りになってい  

る。長軸で87cm、深さは円形部が最深50cm、二段掘り部で15cmを計る。円形部の断面形は上部が開く漏斗状で  

あった。 埋没状態：B軽石を多量に含む埋土で、遺物はなかった。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

D－4号土坑（第12図、PL．5）  

位置：調査区北端Ⅹ208、Y73で検出された。重複：As－B下水田面を切っていた。 規模・形態：南北にやや  

長い楕円形で、長径は70cm、深さ15cmを計る。断面形はなべ底状を呈する。 埋没状態：B軽石を多量に含む  

埋土であった。 時期：埋土の状況から中世とみられる。  

D4号土坑  

七l  

ニ  
くてl   

第12図 B区土坑  
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1田島色机質土 AsB多量に含むも  
しまりあり。粘性弱。B混士層  
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3 溝 跡   

W－5号溝跡（第10・13図、PL．5）  

位置：調査区南半の中央付近X210～214、Y87・88で検出された。 重複：1号南北大畦畔を切っている。 規  

模・形態：西南西から東北東方向へ、17mの長さが検出された。両端部は調査区外へ続く。検出面での規模は、  

西半部は掘り直しのため幅が広く上幅1．4m前後、東端部では上幅20cm強程度となり、深さは最深部で50cmほ  

どであった。断面形は皿状で、底面は全体として東へゆるやかに下がっていた。 埋没状態：掘り込み面は第Ⅴ  

層より上部からであり、埋土中にはA軽石を多量に含んでいた。遺物潮質陶器器の小片が少量出土した。  

時期：振り込み面や埋土・遺物の状況から近世とみられる。   

W－6号溝跡（第10・11図、PL．5）  

位置：1号南北大畦畔に付随して中央を走る（X212、Y88～92）。 規模・形態：調査区南端から14mほど北へ  

延びて一旦途切れ、65cmほど間をおいて再び3．5mほど続いていた。北端はW－5号溝に切られていて不明で  

ある。上幅40cm内外で、深さは最深部で6cmほどと浅く、断面形は皿状であった。底面は全体として南へゆる  

やかに下がっていた。 埋没状態：As－Bの降下で直接埋没していた。流水の痕跡は認められなかった。  時期：  

1号南北大畦畔と同じ平安時代未である。  

W－5号溝跡  
1灰珊巴土 As－A多量、橙色土プ。ツクをわずか含玩  W5号構跡  

しまりあり。粘性ややあり。  
AsAl層よりも多致 しまりあり。  
粘性ややあり。  
As－A鳥取暗灰色抑軒土ブロック少朴霞む。  
しまりあり。粘性ややあり。  
AsA少依拝む。しまり・粘性ややあり。  

Ⅳ 2 一柳さ凸土  
A／  

B  
77丁盲蒜  

早耳 3 恥吹払土 ：汽Ⅹ  

＼泊 4 朝舶色土  

0  1：60  2m   

第13図 B区構跡断面図  
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3 C 区  

調査区の北端から南端まで約140mあり、調査前の標高は北端で78．3m、南端で77．7mと60cmほどの比高  

差があった。第刃層（AsB層）を取り除いた第Ⅶ層（黒色粘質土層）上面では南北の高低差は地表面と同等  

であったが、調査区の東半部は本来微高地状の地形で、調査区中央部を北西から南東に向かう浅い谷地形が入っ  

ていたことが明らかになった。このため調査区の西半側の谷部ではAsB層が良好に残っていたものの、中央  

部東側付近はAs－B層はすでに削平されて失われており、調査区の北東部も薄く残存する程度であった。  

1 As－B層下水田跡 （第14・15・16・17図、PL．6∩、一9）  

位置：調香区中央から南東部のAsB層が失われていた部分を除いて、ほぼ今域にかけて検出された。本来は  

調査区全体に広がっていたと考えられる。 重複：水田と同時期のW9号・10号・12号・15号・27号・31  

号・38号溝以外はすべて後世の遺構である。また、W10号・31号構以外の上記の溝は水田の畦畔を切ってい  

た。 地形：前記のように水田面の第Ⅶ層上面は調査区西半では谷状地形となっており北西で標高77．80m、南  

端で77．20mであった。北東部は78．00mほどと高くなっていた。 畦畔：調査区の中央西寄りⅩ213ライン付  

近に1号南北大畦畔（第14・16図）が検出された。B区の1号南北大畦畔の北側延長部分にあたる。中央の削  

平を受けた部分では確認できなかったが、北半側Y27～36で35．5m、南半側Y50～56で26mが検出された。  

北半側はほぼ南北方向の走行であるが、南半側は谷部にあたるためか東に振れた走向であった。幅は北半側の1．4  

mが最も広く、南半側の49cmが最も狭い。高さは最も高い部分でも5．8cmほどであった。北半側Y31には水口  

3が検出され、その南の畦畔上には小角礫（S－8）が1点埋もれていたが、掘り込みなどは確認されなかった。  

またこの付近には人の足跡が点在していたが、規則性はみられなかった。調査区東辺部のX225ライン付近では、  

北のY34～36（第14図）と南端のY59（第16図）の2か所で南北方向の規模の大きい畦畔が検出された。北の  

部分は南側は削平されていたが長さ12mまで残存していた。最大幅が1．4mで高さは9cm弱の規模があった。  

また南の部分では検出長は3m弱で、最大幅が1mほどであった。北側は削平を受けており、南は途切れていて  

延長部は検出されなかった。これらは部分的でもあったため調査時点では認識し得なかったが、大畦畔と考えら  

れ2号南北大畦畔とした。調査区の中央部では、西の谷部側Y46ライン付近で3号東西大畦畔（第15図）が検  

出されたが、東側はすでに削平されていて不明であった。検出長は20．5mでほぼ東西方向に走り、幅は最大部  

で2．6m、高さも最高8．6cmと大規模であった。畦畔の中央にはAs－B層に直接覆われたWrlO号溝が走っ  

ていた。この延長上の調査区東端X219付近では同じくAsLB層で埋没したW－31号溝が検出されており、東西  

大畦畔に伴っていたものと考えられる。小畦畔は谷部で検出されたものは比較的高さが残っていた。畦畔の盛り  

土は水田面と同じ第Ⅶ層（黒色粘質土層）であった。断面図M－M’（Ⅹ222、Y37）の部分では畦畔内に小礫（S－  

9）が埋まっていた。 区画：区画全体が捉えられた水田面は数枚程度であった。区画の形態は3号東西大畦畔  

を挟んで南北で大きく異なっていた。北半部は小畦畔が東西・南北方向を指向しており、比較的整然とした長方  

形の区画が連続していた。南半部は不明な部分が多いが小畦畔の走向の乱れが著しく、不定形な区画が連続して  

いたとみられる。区画自体にはさほど狭小な水田は認められなかった。水田面の状況は、浅く小さな窪みが群在  

する程度の比較的平坦なものが多かったが、南半部の中央付近では凹凸の顕著な部分が認められた。またこの部  

分では鉄分の沈着によるものか、水田面の第Ⅹ［層上面が茶褐色を呈している状況が認められた。 水口：全体に  

9カ所（水口1～9）で検出された。水口5（Ⅹ220、Y38）では北西から南東の区画へ流下させていた。 遺物：  

調査区の北辺部で、水田上面から土師質土器皿（第30図）の破片が出土した。  
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第14図 C区平安時代以降全体図及び断面図（1）  
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第15図 C区平安時代以降全体図及び断面図（2）  
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第16図 C区平安時代以降全体図及び断面図（3）  
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1号南北大畦畔水口3 畦  

3号東西大畦畔  

戒  
3号東西大畦畔  

1黒褐色土  白色・橙色の粒子を少量含むも しまり・粘性あり。  
2 灰褐色土 砂粒を多く、白色・橙色の粒子を少量含む。しまり・粘性あり。  1AsB・1因州吼 底面に小豆色のアッシュが見られる。  

（2）国  

畦 水口4 畦  

速恕療  

111FI   

L／  

（1）図  
畦畔交差部  畦 水口5 畦  

K  

（3）図   

0  畦  0′  

2号南北大畦畔 水口6  畦  

（3）図  

Q′ R  

（3）区I   

R′  
畦  水口9 畦  畦  水口8   畦  P  畦  水口7  し  †  

ぱち        ＼  

（3）国   

S  ∑  
⊥ 残照感恕感  

■   

断面図右上の（）図は平面図を指す．  

第17図 C区As－B下水EEl断面図   

2 土 坑   

D－5号土坑（第18図、PL．10）  

位置二調査区中央の西辺、X211、Y47で検出された。 重複：As－B下水田面を切っている。 規模・形態：  

平面は隅丸長方形状で、東西の最長部が80cm、南北60crn、深さは13cmほどである。断面形は皿状で、底面には  

やや凹凸が目立った。 埋没状態：埋土はB軽石を多量に含む灰褐色土であった。 時期：埋土の状況から、中  

世とみられる。   

D－7号土坑（第18図、PL．10）  

位置：調査区の南西部、Ⅹ212、Y57で検出された。 重複：As－B下水田面を切っている。  規模・形態：長円形で、  

南北の最長部が87cm、東西は77cmほどである。深さは36cmほどあり、やや上部が開く円筒状の断面形であった。  

埋没状態：埋土はB軽石中に暗褐色土のブロックを少量含むものであった。 時期：埋土の状況から、平安末か  

ら中世とみられる。  
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D－5号土坑   D7号土坑  

1褐灰色土 As－Bに晒杓位土ブロック多量、・択悔色土  
ブロック少汀＿打払 しまりややあり。粘性  
やや抱  

2 褐灰色土 As－Bに痛閏顔土ブロック中抑む。しま  
りややあり。粘性やや謁  

3 褐灰色土 As－B主†屯暗褐色土ブロック小取合む。  
しまりややあり。粘性やや弱。  

A／  A  

7   

㊨  
D9号土坑   

阜囁旦   

A／  A  

7  
1こ珊皇位土 As－B多量。冊草枕弟．しまりややあり。粘性弱。  
2 褐灰色土 As－B主体に灰：刷ユ軋眺軒土ブロックを多量に含む。  

快蝕七れ しまりややあり。粘性弱。  
3I地拙研一「・AsB阜枇、晒阻也土ブロック／J岬蕾む。しまり・  

粘性あり。  
4 褐灰色土 As－B主体に相即腑質土ブロックを／＝摘む。  

しまり・粘性弱。  

D12号土坑  

ニ i  
＿  

＿  
＼ 

1胱梢色土  AsB主体。鉄分沈着。しまり・粘性弱。  
2 褐灰色土 As－B阜茄、褐灰色－L：多恨に含む。しまり・粘性  

ややあり。  

D13号土坑   

ニi  

D－11号土坑  

W－16  

l  り   

l哺狙払土 AsB・的栂色土ブロックを牢記に含む。しまりやや  
あり。粘性弱。  

才 て闇囁但土 As－B多量、抑附色土ブロックを少散たむ㌧ しまり・  
粘性ややあり。  

：l咄也t醐土 AsB中量、拙阻色土ブロックを小仲歪む。しまり  
ややあり。粘性やや弱。   

0  1＝40  1m   

第18図 C区土坑  
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D－8号土坑（第18図、PL．10）  

位置：調査区の南西端、X215、Y61で検出された。 重複：洪水層とみられる黄灰褐色シルト質土で埋まった窪  

みの下部で検出され、As－B下水田面を掘り込んでいた。 規模・形態：上面は長円形であったが、二段掘り  

状になっており、内部は円形を呈する。上面の長径が88cm、内部の円形部の径が47cm、最深部が42cmほどを計  

る。断面形は上部は皿状で、下部はU字状で斜めに掘り込まれて た。底面は  凹凸が見られた。 埋没状態：  

B軽石を多量に含んだ埋土であった。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

D－9号土坑（第18図、PL．10）  

位置：調査区の北西部、X211、Y28で検出された。 重複：W－19号溝を切っていた。 規模一形態二倒卵形の  

平面で、南北の最長部が87cm、深さは15cmほどである。断面形はなべ底状を呈する。 埋没状態：B軽石を多  

貴に含む埋十であった。 時期：坤十の状況から中世とみられる。   

D－10号土坑（第18図、PL．10）  

位置：調査区北西端のX207、Y28で検出された。 重複：W－16号溝の肩部を切っていた。 規模・形態：やや  

不整な円形で、径1m前後を計る。深さは45cmほどで、断面形は上部が開き気味の円筒状であった。 埋没状態：  

埋土は、B軽石が主体のものであった。わずかに湧水がみられた。 時期：埋土の状況から、平安末から中世と  

みられる。   

D－11号土坑（第18図、PL．10）  

位置：調査区北西部のX210、Y32で検出された。 重複：W－16号溝の肩部を切っていた。 規模・形態：平面  

形は倒卵形状で、最長部が94cm、深さは55cmほどであった。円筒状の断面形で、底面はやや凹凸が見られた。  

埋没状態：埋土はD10号土坑と同様で、B軽石を主体とする状況であった。やはりわずかに湧水があった。規  

模・形態も含め前記のD10号土坑と非常に似た様相であり、W－16号溝との位置関係も合わせ考えると、この  

2基は湧水量の多いW16号溝を利用した水滴めの目的であったものではないかと考えられる。後述するⅠ－1  

号井戸も規模はやや大きいが同様の立地形態である。潅漑用の簡易な貯水穴とみられる。 遺物：混入の土師器  

小片が少量出土している。 時期：埋土の状況から、平安末から中世とみられる。   

D－12号土坑（第18図、PL．10）  

位置：調査区北東部のX220、Y29で検出された。 重複：AsLB下水田面を切っている。 規模・形態：隅丸  

長方形状の平面形で、長辺が65cm、深さは14cmほどを計る。皿状の断面形で、底面には凹凸が見られた。 埋  

没状態：埋土中にはB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

D－13号土坑（第18図、PL．11）  

位置：調査区中央の東辺、X218、Y44で検出された。 重複：削平を受けている部分であったが、As－B下水  

田面を切っていたと考えられる。 規模・形態：倒卵状の平面形で、長径93cm、深さは25cmほどを計る。ヒ部  

が開き気味の円筒状の断面形を呈する。底面にはやや凹凸がみられた。 埋没状態：埋土中には多量のB軽石を  

含んでいた。遺物：混入の土師器小片が数点出土している。 時期：埋土の状況から中世とみられる。  

3 井戸跡  

Ⅰ－1号井戸跡（第19図、PL．11）  

位置：調査区中央部のX216、Y47で検出された。 重複二W16号溝と重複するが新旧関係は不明。 規模・形  

態：小規模な素掘りの井戸で、平面形は円形、断面形は上部がゆるやかに開き、下部は円筒形の漏斗状であった。  

上面はW－16号溝の肩部との重複のため明確ではないが径1．4mほどあったものと考えられる。底面は径40cm  

ほどで、ほぼ平坦であった。深さは1．2mで、湧水はあるものの少量で底面から20cm程度の滞水量であった。  

現状では常時頻繁に生活に使用できる状態ではなかった。重複するW－16号溝との位置関係や埋土の状況からみ  
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1m  

0   1：40    さ r r一 一 「 ＝！  

第19図 C区井戸跡  

ると、上流側で湧水がありある程度の水流があったとみられるW16号溝から引水・貯留して、潅漑用に利用し  

ていた可能性が考えられる。 埋没状態：B軽石を多量に含む埋土が主でW16号溝の埋土と同様であり、同時  

に存在した可能性がある。 遺物：混入の土師器小破片が数点出土したのみである。 時期：埋土の状況から、  

As－B降下からあまり時を経ない平安末から中世の開削とみられる。  

4 溝 跡   

W－7号溝跡（第14■15・16・20図、PL．11）  

位置：調査区西半部で、Y31からY54にかけて検出された。 重複：As－B下水田、Ⅹ一1号窪地を切り、  

W－11号溝に切られていた。 規模・形態：北北西から南南東方向に、やや屈曲部分もあるが直線的に走り、長  

さ98mが検出された。北端は調査区外へ続いており、南端は撹乱のため不明確であったがⅩ－2号窪地に接続  

して終わっていたとみられる。上幅は50～60cm、深さ3～7cmほどで、断面形は皿状である。底面は細かい凹  

凸が目立った。底面の比高は南端側で30cmほど低かった。 埋没状態：B軽石を多量に含む埋土であった。  

遺物：混入品の土師器・陶器の小片が数点出土した。 時期：埋土の状況から、平安時代末から中世とみられる。   

W－8号溝跡（第14・20図、PL．11）  

位置：調査区北半の西側、X210～211、Y36～39で検出された。 重複：As－B下水田面が削平されている部  

分であったが、これを切っていたとみられる。 規模・形態：北北西から南南東方向に、長さ約11mが検出され、  

両端は浅くなって終わっていた。上幅40～50cm、深さ10cm前後を計り、U字状の断面形である。 埋没状態：  

埋土中にはB軽石を多量に含んでいた。 遺物二混入品の土師器小片が数点出土した。 時期：埋土の状況から  

中世とみられる。  
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W－9号溝跡（第14・15・20図、PL．11）  

位置：調査区北半の西辺、X208・209、Y37～44にかけて検出された。 重複：Ⅹ－1号窪地と同時期で、B下  

水田の畦畔を切っており、W7号溝に切られていた。 規模・形態：Ⅹ－1号窪地から派生して、直線的に長  

さ29mほど南下し、調査区外へ続いている。北端側はⅩ－1号窪地との関係からか幅4mほどの広さがあるが、  

急速に狭まって60cm～1mの幅となっていた。深さは北端部で10cm強で、南端は8cmほど、断面形は浅い皿  

状である。北端と南端の底面は比高差10cmほどで、全体としては南に下がっていた。 埋没状態：As－Bの  

降下で直接埋没しており、底面には水田面と同様に小豆色の灰層が認められた。 時期：平安時代末。   

W－10号溝跡（第15・17図、PL．8）  

位置：3号東西大畦畔の中央部に検出された。 重複：W7号溝に東端部をわずかに切られていた。 規模・  

形態二 3号東西大畦畔の検出範囲の西半部にのみ存在し、東半部には認められなかった。西側は調査区外へ延び  

ていく。検出長は9mで．上幅は75nm～1．2m、深さは最深部でRcmほど、断面形はm状を呈する。 埋没状態二  

As－Bで直接埋没していた。 時期：埋土の状況から平安時代末である   

W－11号溝跡（第15・20図、PL．11）  

位置：調査区中央部X212～217、Y48・49にかけて検出された。 重複：As－B下水EElや、W7号・13号・  

16号・33号溝を切っていた。 規模・形態：東北東から西南西の走向で、北へわずかに湾曲している。約23m  

の長さが検出され、東端はW－16号溝に接する部分からはじまり、西端は徐々に浅くなって消えていた。上幅は  

出入りが多く50cm～1mほどで、深さはW－16号溝に接する部分へ深くなり30cmほどであった。断面形はU字  

形で、底面の比高差は約20cmあった。 埋没状態：埋土はB軽石を多量に含み、最下部には砂層が認められた。  

水路と考えられる。 遺物：混入の土師器小片がl数点出土した。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－12号溝跡（第15・16・20図、PL．11）  

位置：調査区南半の西辺、X210～214、Y47～60で検出された。重複：As－B下水田の畦畔を切っていた。規模・  

形態：北北西から南南東の走向で、南端部は西へ折れて調査区外へ続く可能性がある。検出長は56mであった。  

全体には直線的であったが、部分的に出入りの多い不整な形態で、上幅は1．5m～3．4m前後であった。深さも  

場所により5～20cmほどと一様ではなく、断面形は非常に浅い皿状であった。底面の比高差は南端が20cmほ  

ど低くなる程度であった。 埋没状態：全体がAsBの降下で埋没しており、底面には降下当初の火山灰が認  

められた。 時期：埋没状況から平安時代末である。   

W－13号溝跡（第15・16・20図、PL．11）  

位置：調査区中央部から南半部の東辺、Ⅹ215～228、Y45～58にかけて検出された。途中一部は削平を受け  

て消滅していた。  重複：As－B下水田を切り、W－11号・35号・39号溝に切られている。 規模・形態：  

W－16号溝との接点から南東方向に調査区南半を縦断し、さらに調査区外へ延びていた。検出長は77mほどであっ  

た。規模は北端では10cm弱と浅く、南東へ向かって拡大し、上幅は1．1m、深さ20cmほどとなっていた。断  

面形は皿状で、底面は凹凸が目立っていた。 埋没状態：埋土中には多量のB軽石を含んでいた。 遺物：北半  

部からは土師器や須恵器の小片が20点ほど、南半部からは多量の土師器片が出土したが、いずれも混入による  

ものであった。 時期：埋土の状況から、平安末から中世とみられる。   

W－14号溝跡（第16図、PL．12）  

位置：調査区南半のX216～218、Y51～53で検出された。 重複ニⅩ2号窪地を切っている。 規模・形態：  

北東から南西方向に、現代の撹乱溝に沿うように弧状に走っており、両端は徐々に浅くなって消滅していた。検  

出長は約17mで、上幅は約50cm前後、深さは最深部で10cm前後と小規模であった。断面形は皿状で、底面は  

凹凸がみられた。 埋没状態：埋土はB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中世とみられる。  
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W7号溝  W7号溝  W7号溝   

71. 5m 

疋  
7  

1灰陣岨色土 AsB多量、拘抱倣土ブロックを少凱含む。  
しまりあり。粘性ややあり。B混土間  

W一針軒偶  

ノ＼  

W－9号構  

A  
776m 

1褐灰色土 AsB少量、明抑椚佳土ブロック  
几′  を中位含む。しまりあり。粘性や  A′ 1 AsB炊岬仰。底面に小豆色  

のアッシュが見られる。  丁ナ‾〒怖 やあり。  
2褐灰色土 As＿B多く、明朗憫趣土ブ。ツク  

を卦馳こ含む。しまりあり。粘性  
ややあり。B混1ニ軒  

W－11号構  W11号構   

A  A／  B  B／  
1褐色土  As－B宅間に含む＼しまり・粘性弱。  

B混土層。  

2 肝色砂椚  しまり・粘性なし。  
＼㌧    、 M  

W－12号溝  

1灰蛤掲色土 W－12上部の窪地状カクラン．しまり・粘性やや弱い。  
上・ド閥に間色のシルト質土が珊瑚．  

2 灰抑色土  W12上部の窪地状カクラン。シルト層。排水什I脚。  
3 AsB層 一次岬瑚朋。底面にノト豆色のアッシュが見られる。  

W－12号溝  

77  

1号南北大畦畔  B／  
W12  

＼十＼  ＼＼ ヽ  

＼  

1AsB→托州l輪I。底面に小豆色のアッシュが見られる。  

AsB多批、抑潤色土ブロック少咄含む。しまりややあり。  
粘性弱。B浪士層。  

As－B冬什、褐色土ブロック・凱的色軌一レ帆鉄分比乱  
しまりややあり。粘性弱。B池月托  

W13号溝  W－13号33号溝  

旦 
了 

土  

W－15号溝  
1辛脚汀曳土 宣  

2上七馳土  
3J－1てF持仏土  

4 AsB層  

As－Bi緻lこJ乱灰・砂が混じる。しまりあり。粘性なし。  
As－B汀、H：帆明畔地色土・砂が混じる。しまりあり。粘性弱。  
AsBF托抽鼻。2層よりもAsBが多量コ しまりあり。粘性弱。  
－批W冊・コ。底面に小豆色のアッシュが見られる。  

0  1：60  2m  

W15  

＼  
∵∴∵㌧   ＼  ヽ  

第20図 C区溝跡断面図（1）   

W－15号溝跡（第16・20図、PL．12）  

位置：調査区南西端部Ⅹ216・217、Y61で検出された。 重複：北端は、後世の洪水層とみられる黄灰褐色のシ  

ルト質土で埋まった窪みに切られていた。 規模・形態：西北西のW－12号溝の方向から南東に向かう走行で、  

9mほどまで検出され南端は調査区外へ延びていた。不整な形態で上幅は2．5～4mほど、深さは南へ深くなり  

最深部で20cmほどであった。断面形は皿状を呈していた。 埋没状態：全体がAs－Bの降下で埋没していた。  

規模・形態も合わせみてW－12号溝と同種の遺構と考えられる。 時期：埋土の状況から平安末である。   

W－16号溝跡（第14・15・16・21図、PL．6・11・12・15）  

位置：調査区の北西端から南東端X207～227、Y27～57にかけて、調査区を縦断して検出された。 重複：3  

号東西大畦畔を切り、W－17号・18号溝に切られている。 規模・形態：北西から南東へ、途中二度屈曲しな  
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がら東へ湾曲して走っていた。両端はさらに調査区外へ続いていた。約152 mの長さが確認できたが、半分以  

上は底面まで検出できなかった。上幅は北端部が最大で2．5m、南端部では1．5mほどとなっていた。深さはほ  

ぼ一定で1mほどであった。調査区北壁の土層断面では、掘り込み面は第刀層よりも上層であることが知られた。  

断面形は二段掘り状で、上部は大きく広がり、下部は幅広のU字状を呈していた。北端部付近（X207～210・  

Y27～34）ではゆるやかにS字状に屈曲しており、この付近では底面から湧水がみられた。調査区中央付近（X215  

～272・Y46～51）の屈曲部では溝幅が広がり、枝分かれ上の突出部が確認された。この突出部基部の底面には  

西壁側に15cm内外の礫4点が並び置かれた状態で検出された。簡易な堰のような構造物が設けられていた可能  

性がある。突出部は急激に浅くなり、南方へは続かなかった。本溝跡は、西側の谷部と東側の微高地の地形の変  

換線に掘整されており、調査地内で最大の規模の溝跡であり、後世のW－17号溝が全く走行を同じくしているこ  

とや、東西方向の滞跡がいずれも本橋跡を起点あるいは終点としているとみられることから、その後の土地利用  

において看要な基準となったヰ）のであることがうかがえる。 埋没状態：断面の観察から少なくとヰ）1回以上は  

掘り直しが行われたとみられる。埋土はB軽石を主体とする土層で、下層には流砂層の堆積がみられ水路跡と考  

えられた。 遺物：北端部では土師器や陶器の小片が少量、中央部では土師器破片が多数、東端部では土師器と  

陶器などの破片が多数出土している（第31図）が、土師器については混入品であった。 時期：埋土や遺物の  

状況から平安未から中世とみられる。   

W－17号溝跡（第14・15・16・21図、PL．6・11・12・15）  

位置：調査区の北西端から南東端、X208～227、Y27～56にかけて、W16号構と並走して調査区を縦断していた。  

重複：W－40号溝に切られ、As－B下水田の畦畔、Wp16号・18号・20号・24号・26号・30号・32号溝を切 っ  

ていた。 規模・形態：2か所の屈曲部分も含めてW－16号溝と全く併行の走向で、検出長も同じく152mである。  

底面までの掘り下げは部分的にとどまった。数回の掘り直しが行われたようで、最終的な振り込み面は第Ⅳ屑か  

第Ⅲ層であった。掘り込み面での上幅は北端部では2m近い幅であった。深さも北端部が深く約1mで、南端部  

では50cmほどであった。断面形は二段掘り状で、上部は漏斗状に開き下部は浅いU字形であった。 埋没状態：  

A軽石を多量に含む埋土であった。 遺物：北端部では土師器、須恵器、軟質陶器や陶器の破片が少量し、明治  

15年の銅貨も出土した。中央部では土師器片が多数、陶磁器片（第31図）が少量出土し、東端部では陶器片が  

少量出土している。土師器や須恵器片は混入品であった。時期：埋土や遺物の状況から近世から近代とみられる。   

W－18号溝跡（第14・15・16・21図、PL．12）  

位置：調査区の北西端から南東、X207～223、Y27～54にかけて、W16 号・17号溝の間を中心に検出され  

た。 重複：W－16号溝を切り、W－17号溝には切られていた。 規模・形態：非常に浅く、西壁側がかろうじ  

て残っていた程度のため不明な点が多い。東壁側はW－17号溝とほぼ重なっていたとみられる。深さは最深部で  

も10cm程度であった。断面形は浅い幅広の形だが、西壁側の立ち上がりは明瞭であった。滞跡とするにはやや  

不明確であったが、W－16 号・17号溝に併行していることから溝とした。 埋没状態：埋土はB軽石を多く含  

み、固く締まった土層であった。 遺物：北端部では土師器、軟質陶器、陶磁器の破片（第31図）が多数出土し、  

中央から南半部では土師器片多数と軟質陶器・陶磁器片が少量出土している。土師器については混入品であった。   

時期：埋土や遺物の状況から、中世から近世にかけてとみられる。   

W－19号溝跡（第14・21図、PL．12）  

位置：調査区北辺部のX208～223、Y27～30で検出された。 重複：As－B下水田の畦畔を切り、W－17号・  

21号溝に切られている。 規模・形態：T字形に、東西方向に屈曲気味に走る部分とそれに直交する南北方向  

の部分からなる。東西方向は55m、南北方向は11mほどの長さが検出された。東端部と南端部は調査区外へ続  

く。上幅25～45cm、深さは10cmほどと小規模で、断面形はU字状であった。底面は、全体としてはわずかに  

数cm西方へ下がるようであった。掘り込み面は第Ⅷ層よりも上位であった。 埋没状態：As－Bを多く含む埋  
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W16号・17号・18号溝  

It  

W－1R  
＼  

W－17  
1V－1（ミ  

W－16号溝  
1褐灰色土  B打u屑。IX層に樹以。  

W－17号溝  
1灰黄褐色土  
2 瓜：某拝池土  

3 田牡色．l：  

4トノミ■’†相性土  

5トHJ州仁土   

61増刷色土  

AsA多最、椚帆色付少量含むも しまりあり。拙や1刊弓。  
As－A少量含む。しまり弱。粘性あり。  
AsA・褐色土少見合む。しまりやや弱。粘性やや弱。  
AsA・AsB・褐色土ブロック少冊む。しまりあり。粘性ややあり  
AsA・AsB少量、褐色土ブロック多量に含む。しまりやや乳  
粘性ややあり。  
AsA・黄褐色拉中量、頃褐色土ブロック少貌含む。しまり・粘性あり。  

2 褐灰色土   

3 灰黄褐色土  

4 褐灰色土   

5 相克色土  
6 褐灰色土  
7 褐灰色土  

B混土層。砂監AsB少量、褐色土ブロック間鴨む。しまり  
ややあり。粘性弱。  
B混土層。砂監As－B中量、黄褐色土ブロック多量に含む。  
しまりややあり。  
粘性やや弱。鉄分の沈眉が少量見られる。  
AsB主体。摘那確色シルト少量、黄格色土ブロック微量含払  
しまりややあり。糾陛札  
AsBと褐色土ブロックの隠士 しまりややあり。粘性やや弱。  
As－Bと褐色土ブロックの混上 しまりややあり。肺腑払  
As－B主体の輔抽軋 しまり弱。粘性乳  

W1合間  
1灰鼎醐止 AsB・褐色土を多量に含む。しまりあり。粘性弱。  
2 褐灰色土  AsB多量、l川朽色土ブロック少量含む。しまりあり。粘性ややあり。  

W－16号溝  
1褐灰色土  
2 灰蘭閏色土   

3 褐灰色土  
4 灰黄褐色土   

5 褐灰色土   

6 褐灰色土  
7 褐灰色土  
8 褐灰色砂層   

W－17号溝  
1梅灰色土  
2 褐灰色土   

AsB中量含む。しまりあり。枯†乍や㌣あり。   
批別姓As－B多量に含む。鉄分沈着。灰白色†仰上が   
帯状に入る。しまりあり。粘性ややあり。   
AsB多亜に含む。凱介血書．．しまりあり。粘性弱。   
AsBと灰自任抽竹＿l二が帯状に互層推挽鉄分沈着。   
しまりありい粘性弱。   
AsB・褐灰色粘質土多量、灰黄褐色脚珊土少量含む。   
しまりあり。脚冊脱  
灰黄褐色叩ー土少量含む。鉄分比軋砂質上 しまり・粘性あり。   
AsBと褐灰色砂質土の浪士凰鉄分鑑札 しまりあり。粘陛札   
As8少量含む。鉄分沈乱 しまりややあり。粘性弧  

As－A少量含む。鉄分沈眉。しまりあり。粘性ややあり。  
AsA中性青む∴鉄分粗服 しまりあり。札付中やあり。  

9 褐灰色土   

10 禍灰色土  
11禍灰色二L  
12 As－BF珊  
13 AsB誼撒u  
14 AsBr串砕】  
15 褐灰色土  
16 灰黄褐色土  
17 褐灰色土  
18 灰黄褐色土  

W－10号溝  
1褐灰色上   

AsB・褐灰色岬土・灰柑晶邑砂質土の隠：ヒ屈。しまりあり。   
粘性やや弱。  
AsBと褐灰色れ耶土が互層に堆脱 しまりあり。粘性ややあり。  
AsB中に灰‡肝■対照土を中量含む。鉄分比乱 しまり・机性弱。  
峨匹椚新主体に、二・■・．和也作芳一レ量っ  
甘机担r6百主†転  

灰色軽石主体。  
AsBと黄褐色秒珊土の脱l二間。鉄分托乱 しまり・粘性乳  
AsB主体に灰附加鄭昭一l＿が中量 しまりやや弱。粘性乳  
15層に似るが、砂賢土が少ない。鉄分沈鼓 しまり・粘性弱。  
砂賢土にAs－B少量。しまりややあり。粘性弱。  

AsA少量含む。しまりあり。朴性ややあり。  

W16号・17号溝  W－16号溝  
1褐灰色土 AsB中量、鍛褐色土少量含む。鉄分比許．しまりあり。粘性ややあり．  
2 褐灰色土 人s－B多私共褐色土緻屈含む。しまりあり。粘性ややあり。  
3 黒褐色土 As－B中量含む。しまりあり。粘性ややあり。  
4Jl潤色土 AsB中量、鉄鍋色土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。  
5 褐灰色土 AsBと褐色土が互層に叩肌．しまりややあり。粘性ややあり。   

W－17号溝  
1褐灰色土 AsA多量、折田且偉稗量含む。しまりあり。粘性やや軋  
2 灰黄褐色土 AsA少量、As－B中量、黄褐色土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。  

＼1†・16  

W－19号情  

人  

王  7抽閻   

W－20号構   
A  

W－19号構  

A′  

相聞一  
1灰胡椚戦士 AsB・甜埠邑土ブロックを中量含む。しまりあり。粘性弱。  
2 褐灰色土  AsB・黄褐色粒微量含む。しまり・粘性あり。  

A′  
1褐灰色土 As－B多量、黄褐色僅少見合む。鉄分祉乱 しまりあり。構推ヤや児   
2 禍灰色土 AsB中量、黄褐色土ブロック少冊汗む，鉄分沈着。しまりあり。粘性やや弱。   
3 褐灰色土 AsB少量、英褐色土ブロック少r⊇1．苫む。鉄分比抗 しまりあり。粘性やや弱。   
4 褐灰色土 AsB少最、黄褐色土ブロック微量含む。純分比ど】，しまりあり。粘性ややあり。  

W21号溝  W21号溝   

A  ＿  

㌧＼ヰ∴   

W22号溝  

1憫弼喋色土 AsB中量、黄褐色†府レ畳含む。鉄分正札しまりややあり。帖柵や咋鳴。  
2 褐灰色土 As－B中量、脚特性l珊味蕾む。鉄分沈思 しまりあり。粘性やや乳  

1褐灰色土 AsB中量、釣間色粒少量含む。鉄分多量に沈眉。  
しまり・粘性ややあり。  

2 褐灰色土 As－B・脚印鑑色土ブロック・黄褐色土ブロック少量含む。  
無増池川．しまりややあり。粘性弱。  

第21図 C区溝跡断面図（2）  

7一 
ロ  1：60   
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土であった。 遺物：土師器・須恵器の小片、軟質陶器・陶器の小片が少量出土したが、土師器・須恵器は混入  

による。 時期：中世とみられる。   

W－20号溝跡（第14・21図、PL．12）  

位置：調査区北半のⅩ211・212、Y32で検出された。 重複：As－B下水田面を切って、Wr17号溝に切られて  

いる。 規模・形態：東から西方向にほぼ直線的約8mが検出され、東端は調査区外へ延びていた。上幅1m弱、  

深さ25cmほどの規模で、断面形は逆台形を呈する。底面はわずかに東へ下がる。 埋没状態：B軽石を多く含  

む埋土であった。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－21号溝跡（第14・21図、PL．12）  

位置＝調査区北東部のⅩ221～224、Y27～29で検出された。 重複：W19号溝を切っている。 規模・形態：  

鍵形に南北・東西方向に走る。南北辺が9m、東西辺が13．5mまで検出され、南端・東端ともに調査区外へ続  

いていた。「幅5∩～75川で、．深さは20cm前律であった。断面形は渾台形を呈する。底面は東西辺から南北辺  

へわずかに低くなっていた。 埋没状態：B軽石を多く含む埋土であった。 遺物二常滑大牽の小片のほか、混  

入の土師器小片などが数点出土した。時期：埋土や遺物の状況から中世とみられる。   

W－22号溝跡（第14・21図、PL．13）  

位置‥調査区北半部X223～225、Y35で検出された。 重複：As－B下水田面を切っていた。  規模・形態＝  

東西方向で10m強の長さが検出され、両端は調査区外へ続いていた。西側はW26号溝に連続する可能性がある。  

上幅50～60cmで、深さは20cm前後、断面は逆台形であった。掘り込み面は第Ⅸ層より上部であった。埋没状態＝  

B軽石を多く含む埋土であった。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－23号溝跡（第14・22図、PL．13）  

位置二調査区東辺のX226、Y36～38で検出された。 重複：W24号満とは同時期とみられる。 規模・形態：  

南北方向に約8mの長さが検出された。北端は調査区外へ延び、南端はW－24号溝に接続していた。上幅は50  

cm以上あり、深さは17cmほどとみられる。断面形は逆台形で、底面は南側へ傾斜していた。掘り込み面は第Ⅸ  

層より下であった。 埋没状態：埋土はB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－24号溝跡（第14・15・22図、PL．13）  

位置：調査区中央部のⅩ214～226、Y38～41で検出された。 重複：W－17号溝に切られ、北壁側には段切り  

状の現代の溝が併行しており、上面が削平されていた。また、W－23号・29号溝とは一連の溝とみられる。  

形態：屈曲しながら東西方向に走り、東端付近ではT字状に南へ細い枝溝が続いていた。検出長は直線で52．5  

mであった。西端はW17号溝に切られて終わり、東端は調査区外へ続くようであった。上幅は場所により60  

cm～1．1mと幅があり、南の枝情状の部分では20～30cmであった。掘り直しが行われているため、東半部は2  

条の溝が並走するような形となっていた。深さは最深部で16cmほどであった。底面は両端でほとんど標高差は  

なかった。掘り込み面は第Ⅹ層より上部であった。 埋没状態：埋土はB軽石を多く含んでいた。 遺物＝東半  

部からは陶磁器片多数と、混入の土師器・須恵器小片数点が出土し、西半部では混入品の土師器・須恵器小片数  

点が出土した。 時期：埋土や遣物の状況から中世とみられる。   

W－25号溝跡（第14・15・22図、PL．13）  

位置：調査区北半のX217～218、Y36～40で検出された。 重複＝As－B下水田面を切り、南端は擾乱の溝や  

試掘トレンチで切られていた。北端はW－26号・28号溝に接続しており同時期とみられる。 規模・形態＝北  

北西から南南東の走向で、長さ15．5m程が検出された。南端はW－24号溝に接続していたものとみられる。上  

幅が60～70cmほどで、深さは20～30cmを計る。断面形は幅広のU字状であった。底面は南端側が5cmほど低  

くなっていた。  埋没状態：埋土はB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中世とみられる。  
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W23号・24号溝  Wづ3号溝  
1褐灰色土  

Wゼ4号溝  
1禍灰色土  

2 褐灰色土  
3 褐灰色土  
4 褐灰色土   

W－24号溝  

C  
77．8m  

W23号溝   

A  
76．9爪  ＿  「‾‾‾  

As－B多、黄格色粒中含む。鉄分沈着。しまりあり。粘性やや弱。  

As－B中量、灰帆・黄褐色土ブロック少量含む。  
しまりあり。粘性やや弱。  
AsB中量、黄格色土プロツ＿ク少量含む。しまりあり。粘性弱。  
AsB多量、抑触感榊峻玩しまりあり。粘性弱。  
AsB多量に含む。鉄分沈着。しまりあり。粘性弱。  

A．   A／   
ユ′■－I 

墨■－ 

W地相瀾  

T  

1褐灰色土 As－B多量に含む。鉄分沈着。  
しまりあり。粘性弱。  

Wて6号溝  
A′1灰黄褐色土 As－B多量、黄褐色土ブロックを少量含む0鉄分沈着。  

しまりあり。粘性ややあり。  
2 褐灰色土  As－B中量、黄褐色粒を少量含む。砂質土。鉄分沈着。  

しまり・粘性弱。  

W－27号溝  W－28号溝  

W－25号溝  
1褐灰色土 AsB・褐色土ブロック・灰黄色土  

を中量含む。鉄分沈着。しまりあり。  
粘性やや弱。  

2 褐灰色土 AsB多量、黄物色粒を微量含む。  
鉄分沈着。しまりあり。粘性ややあり  

1褐灰色土  As－B多量、黄褐色土ブロックを  
少鮨む。砂質土鉄分沈着。  
しまりあり。粘性弱。  

2 褐灰色土 As－B・灰色土ブロックを中量含む。  
鉄分沈着。しまりあり。粘性弱。  

W－27号溝  

A I A′ 「l 簡「   
7†  

1AsB一次堆積届  

W29号溝  

正短蘭鮮  

W30号構   

A  

痛、こ、で、、．、、、．．、．．、、、、、ド：や  
1褐灰色土 AsB多量に含む。鉄分沈着。しまりあり。  

粘性弱。  
2 褐灰色土 AsB主体に、灰黄格色土ブロックを少量含む㌧  

鉄分沈着。しまりあり。粘性弱。  

Wjl号溝（3号東西大畦畔付随）  
1As－B一棚  

W12号溝  
A／ 1灰褐色土 AsBを多量に含む。鉄分沈着。  

A／  

W－33号溝  

A  

W31号・32号構  

1褐灰色土 AsB多量、に含む。  
鉄分沈着。しまり・  
粘性弱。  

2 褐灰色土 As－B中量、黄褐色土  
ブロック、  
黄格色粒を少量含む㌧  
しまりあり。  
粘性ややあり。   

A／  

＋R∴院∵。堺  
しまり・茸占性弱。  

2 灰褐色土 AsB中量、灰黄褐粒を微量含むも  
しまりあり。粘性弱。  

3 黒褐色土 As－B多量、脚土ブロッ  
クを少量含む。しまりあり。粘性弧  

4 暗灰色土 AsB主体。鉄分沈着。しまりあり。  
粘性弱。  

7亡忘■ ヽヽ・．ヽ 、“．：、、・、÷ミ、、丈こS、．、－      ヽ．－■ ヽ  
W一別号溝（聞■）   

1褐灰色土 AsB主体に、褐灰色土ブロックを多量、灰黄褐色・黒褐色土を少量含む。鉄分の沈着が醜  
2 灰褐色土 AsB・黄褐色粒を少量含む。鉄分沈着。しまり・粘性ややあり。  
3 褐灰色土 暗灰色のAs－B主体。しまり・粘質弱。  
4 褐灰色土 灰色のAsB主イも しまり・粘性軋   
5 褐灰色土 流砂鳳AsB主体に、黄褐色土ブロックを多量に含む。鉄分沈熱 しまりややあり。粘性弱。  
」 
． 

W34号溝（畦畔を含む）  

W－34号・39号溝  

Wづ4号薦（M■）  
1黄灰褐色土 As－B中量、黄褐色土中量、白榔む。  

鉄分沈着。しまりあり。粘性弱。  
2 灰黄褐色土 AsB多量、白色粒微量含む。鉄分沈着。しまりあり。  

粘性弱。  
3 褐灰色土 As－Bと2層の混上 しまりあり。粘性やや弱。  
4 褐灰色土 AsB多量に含むも しまりあり。粘性ややあり。  
5 褐灰色土 AsB多量、白色粒・黄褐色土を中量含むっ鉄分沈着。  

しまりあり。粘性弱。  

W－「別号溝（描）  

1灰黄褐色土 As－B中量、黄褐色土ブロックを多量  
に含む㌔ しまり・粘性弱。  

2 褐灰色土 As－B多量に含む。鉄分少量沈鼓  
しまり・粘性弱。  

3 灰褐色土 AsB多量、白色粒少量含む。しまり  
ややあり。粘性弱。  

4 灰褐色土 As－B少量含む。しまり・粘性やや軋  

Wr刃号溝（8ゼ）  
1褐灰色土 As－B・白色粒・黄褐色土小ブロッ  

クを中量含む。鉄分少撤 しま  
りあり。粘性弱。  

2 褐灰色土 As－B中量含む∴鉄分少量沈親  
しまり・粘性弱。  

3 灰褐色土 AsB中量含む。しまり・粘性弱。  

W－35号・36号溝  W37号溝   

A  

＿ 7稲村頭  

W－38号溝  
A  

77.4m. 

苛冊‡  

W36  
A／  A  

1As－B郎精柑 底面に小豆色のアッシュ。   

第22図 C区溝跡断面図（3）  
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W－26号溝跡（第14・22図、PL．13）  

位置：調査区北半のX213～218、Y36～38で検出された。 重複：AsrB下水田面とW－27号溝を切っており、  

W17号溝に切られていた。W25号・28号溝とは同時期とみられる。 規模・形態：東北東から西南西の走  

向で、25mの長さが検出され、東端は調査区外へ続いていた。東方で検出されたW－22号溝に連続するとみら  

れる。上幅は西端が広めで1．1mほど、東端では80cmほどであった。深さは27cm弱と一定していた。断面形は  

幅広のU字状を呈する。底面は西側へ10cmほど低くなっていた。 遺物＝混入の土師器・須恵器小片が数点出  

土した。 埋没状態：埋土中にはB軽石を多く含んでいた。  時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－27号溝跡（第14・22図、PL．13）  

位置：調査区北半のX215・216、Y35～40で検出された。 重複：As－B下水田の畦畔を切っており、Wp26  

号情に切られていた。 規模・形態：北北東から南南西方向に8m走り、途中で南方に枝分かれして16m続い  

ていた。端部はすべて浅くなって消克ていた。卜幅は20～60c皿と幅があり、深さは最大でヰ）5cm程度であった。  

断面形は皿状で、底面には細かい凹凸が目立った。 埋没状態：As－Bの降下で直接埋没していた。 時期：  

埋土の状況から平安時代末である。   

W－28号溝跡（第14・15・22図、PL．13）  

位置二調査区北半のX217、Y35・36で検出された。 重複＝As－B下水田面を切っていた。南端部が接続する  

W－25号・26号溝とは同時期とみられる。 規模・形態：北北西から南南東の走向で、5mの長さで検出された。  

北端は調査区外へ延びていく。上幅は90cm内外、深さは20c皿ほどであった。断面形は幅広のU字状を呈する。   

埋没状態：埋土中にはB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－29号溝跡（第15・22図、PL．13）  

位置：調査区中央付近のⅩ219、Y41～43で検出された。 重複：北端が接続するW－24号構と同時期とみられる。  

規模一形態＝北北西から南南東方向の走向で、12mの長さが検出された。南端は調査区外へ延びていた。規模  

は上幅が80cm前後で、深さは10cm内外であった。断面形は逆台形で、底面の比高差はほとんどなかった。掘り  

込み面は第Ⅸ層より下であった。 埋没状態二埋土はB軽石を多く含んでいた。  遺物＝土師器・軟質陶器・陶  

器片が数点ずつ出土した。 時期：埋土や遺物などの状況から中世とみられる。   

W－30号溝跡（第15・22図、PL．14）  

位置：調査区中央部のⅩ216～218、Y45・46西側付近で検出された。 重複：W17号溝に切られ、W－31号溝を切っ  

ていた。 規模・形態：西北西から東南東方向に10mが検出され、東端は調査区外へ続いていた。上幅が1．6～1・9  

m、深さは15cmほどで、断面形は皿状であった。底面は平坦であった。 埋没状態＝埋土はB軽石を多く含む  

ものであった。遺物：土師器小片多数と陶器片数点が出土した。 時期：埋土の状況や遺物から中世とみられる。   

W－31号溝跡（第15・22図、PL．14）  

位置：調査区中央部のX218・219、Y46で検出された。 重複：W－30号・32号溝に切られていた。 規模・形  

態：東西方向で3．4mほどの検出長であった。上幅が70cm、深さは5cm程度で、断面形は皿状であった。西の  

延長方向にW－10号構及び3号東西大畦畔が位置する。埋没状態＝As－B降下層に直接埋没していた。  時期：  

埋土の状況から平安時代末であり、位置から3号東西大畦畔の中央を走るW－10号溝の延長部と考えられる。   

W－32号溝跡（第15・22図、PL．14）  

位置：調査区中央部のⅩ217～219、Y46で検出された。 重複：W－17号・40号溝に切られ、W－31号溝を切っ  

ていた。 規模・形態：西北西から東南東方向に10mまで検出され、東端は調査区外へ続いていた。上幅が30  

～50cm、深さは最深で15cmほどで、断面形はU字状であった。掘り込み面は第Ⅷ層より下位であった。 埋没  

状態：埋土中にはB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状況から中世とみられる。  
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W－33号溝跡（第15・16・22図、PL．14）  

位置：調査区中央から東半部のⅩ216～222、Y47～54で検出された。 重複：W11号溝に切られていた。  

規模・形態：W－13号溝の北端付近から枝分かれして南東方向に走り、W－34号溝に接して終わっていた。途中  

一部が削平のため消失していたが、38mの長さが検出された。上幅30～75cm、深さは最深部で15cmほどであった。  

断面形はU字状を呈し、底面は南端側へ10cmほど下がっていた。 埋没状態：埋土はB軽石を多量に含むもので、  

W13号溝と共通であった。 遺物：土師器小片が多数出土したが、すべて混入品である。 時期：埋土の状況  

から平安時代末から中世とみられる。   

W－34号溝跡（第16・22図、PL．14）  

位置：調査区東半部のX216～227、Y54～60で検出された。 重複：AsB下水田面を切っており、W■35号・36号・  

39号溝には切られていた。 規模・形態：西南西から東北東方向に24m走り、南東方向に折れて30mの長さ  

まで検出された。南端は調査区外へ続いていた。規模は北辺側がやや小規模で上幅70～1．1m、深さ20cmほど、  

東辺側南端では幅1．9m、深さ17cmほどであった。断面形は、南端付近では二段掘り状であったが、その他で  

は浅いU字状であった。北辺から東辺の屈曲部はゆるやかな曲線で、幅が広くやや深くなっていた。東辺の屈曲  

部寄りの部分では、やはり長さ4mほどに亘って幅が広く、深さ30cm以上となっている部分が検出され、さら  

に南には直交して長さ4m、最深部が35cmほどの土坑状の部分が検出された。埋土の様子からは同時期とみら  

れた。掘り込み面は第Ⅹ層の上部からであった。 埋没状態：埋土中には多量のB軽石を含んでいた。 遺物：  

土師器小片が多数出土したが、すべて混入によるものであった。 時期：埋土の状況などから中世とみられる。   

W－35号溝跡（第16・22図、PL．14）  

位置：調査区東半部のⅩ216～224、Y54～57で検出された。 重複：W－13号・16号・34号溝を切り、W37  

号溝に切られていた。 規模・形態：北西から南東方向に走り、鍵形に屈曲して湾曲しながら北東方向へ続いて  

いた。西辺側は20m、南辺側が22m検出され、東端部はW－16号溝に接して終わっていた。最大幅は1．6m、  

最小部で90c皿ほど、深さは最深部で17cmほどであった。断面形は皿状で底面はほぼ平坦であった。底面の標高  

は南辺の東端側が高くなっていた。 埋没状態二埋土はB軽石を多く含むものであった。 遺物：土師器小片が  

多数出土したが、混入によるものであった。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－36号溝跡（第16・22図、PL．14）  

位置：調査区東半部のX218～220、Y56～58で検出された。 重複：W35号溝を切っていた。 規模・形態：  

W－35号溝の西側に沿って50cmほどの間隔を取りながら、北西から南東方向に直線的に走り、東へ屈曲して  

W－35号構に接して終わっていた。11mの長さが検出された。上幅20～35cm、深さ10cm以下の規模で、浅い  

U字状の断面形であった。 埋没状態：埋土中にはB軽石が多く認められた。 時期：埋土の状況から中世とみ  

られる。   

W－37号溝跡（第16・22図、PL．15）  

位置：調査区東半部のX220～223、Y56～60で検出された。 重複：W－35号溝を切っていた。 規模・形  

態：W－35号溝の南辺部と重複し北東から南西に13m走り、鋭角に折れて南東方向に19m続いていた。南端は  

W39号溝に接して終わっていた。上幅は30～50c皿、深さは最深部で20cm弱であった。断面形は浅いU字状であっ  

た。底面の標高は北辺が低くなっていた。 埋没状態：埋土中にはB軽石を多く含んでいた。 時期：埋土の状  

況から中世とみられる。   

W－38号溝跡（第16・22図、PL．15）  

位置：調査区南端部X220～223、Y59～61で検出された。 重複：AsB下水田の畦畔を切っていた。 規模・  

形態：西南西から東南東方向に、やや屈曲しながら16mほどが検出された。南端は調査区外へ延びていた。上  

幅は50cm前後であるが不整で、深さは最深部でも6cmほどであった。底面は細かい凹凸が顕著であった。 埋  

「i  
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没状態：As－Bの一次堆積で埋没している状態であった。 時期：埋土の状況から平安時代末である。   

W－39号溝跡（第16・22図、PL．14・15）  

位置：調査区東南端のX223～227、Y56～61で検出された。 重複：As－B下水田の畦畔、W13号・34号・  

37号構を切っていた。  規模・形態：北東から南西方向に23mほど走り、鋭角気味に折れて南東方向に3．5m  

ほどが検出された。北辺側は二段掘り状で、上幅1．3mほど、深さは17cm前後を計り、断面は皿状の下部を小  

さくU字形に二長削こ掘り込んだ形状であった。西へ向かって浅くなり、西辺側は下部の掘り込みのみが残り、上  

幅30cm．、深さ6cm前後の規模になっていた。底面はやや細かい凹凸があり、標高は北辺の中央付近が低かった。   

埋没状態：埋土中にはB軽石が多く含まれていた。 遺物：土師器の小片がやや多く出土したが、混入品であ  

る。 時期：埋土の状況から中世とみられる。   

W－40号溝跡（第15・16・22図、Pl」．15）  

位置：調査区中央部のX216～222、Y46～51で検出された。 重複：W－17号・30号・32号構を切っていた。  

規模・形態：W17号溝に沿って、北西から南東方向に直線で30mの長さが検出された。上幅が90cm前後、探  

さは15cmほどで、断面形は皿状であった。底面の傾斜は認められなかった。  埋没状態：埋土中にはA軽石を  

少量含んでいた。 時期：埋土の状況から近代とみられる。  

5 その他   

X－1号窪地（第14・23図、PL．15）  

位置：調査区北半部のX208・209、Y35～37で検出された。 重複：W－7号溝と撹乱の窪み2か所に切られて  

いた。W9号溝とは同時期である。 規模・形態：平面形は本来は南北に長い長円形であったとみられる。最  

長部で8mほどを計る。深さは最深部が約20cmで、立ち上がりのゆるやかな皿状の断面形である。南端は狭く  

なりそのままW9号溝に続いていた。 埋没状態：底面にはAs－Bの降下火山灰が認められ、上層も一次堆  

積の軽石の層理が確認された。 時期：埋土の状況から平安時代未である。   

×－2号窪地（第16・23図、PL．15）  

位置：調査区南半部のX215・216、Y55で検出された。 重複：W－14号溝に切られていた。 規模一形態：平  

面形は南北に長い不整の楕円形で、最長部が3mほどであった。探さは約34cmで、断面形は立ち上がりのゆる  

やかな皿状であった。底面は凹凸が顕著であった。撹乱などにより確実にできなかったが、北側から延びてきた  

W－7号構が接続していたものと考えられる。 埋没状態：埋土はW7号溝と同じくB軽石を多量に含んでい  

た。 時期：埋土の状況から平安時代末から中世とみられる。  

Ⅹ1号窪地   

A  4  
77＝け‾‾‾‾三こ  

干半鐘盛   些去＃一、′  
h  

A′ 1灰黄褐色土   AsB多量、黄褐色土ブロック少量含むロしまりあり0粘性ややあり0             （W 
－7号涯埋土）  

2 灰褐色土  As－B多量、黄褐色土少量含む。しまり・粘性ややあり。  
3 AsB一次堆積層 灰赤色火山灰主体。下面に黒褐色火山灰。しまり・粘性ややあり。  
4 As－B一．日射皿一；黄色細粒火山灰。下面に黒褐色火山灰。しまり・粘性弱。  
5 AsB次堆積層 灰色細粒火山灰。暗赤灰色の軽石を含む。しまり・粘性弱。  
6 AsBl（1：柚■ll帖 灰色租拉火山灰コ黄・灰色の軽石を含む。底面には小豆色のアッシュ。  

しまり・粘性弱。  

14  1灰黄賂色士  As－B多量、黄褐色土少軌 しまり・粘性なし  

第23図 C区窪地断面図  
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2 古墳時代  

古墳時代の遺構は、C区の中央部の東半付近で集中的に検出された。西側の浅い谷地形に臨む微高地の縁辺に  

分布していた。As－B層はすでになく下層の第ⅩⅢ層あるいは第ⅩⅣ層まで耕地整理の削平が及んでいた。  

第24図 C区古墳時代全体図  
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1 住居跡   

H－1号住居跡（第25・26図、PL．16・17）  

位置：調査区中央のX214～218、Y42～46で検出された。 重複：W－16～18号・30号溝に切られ、現代の  

深い暗渠排水溝が東西に切っていた。規模・形態：住居跡の外側にめぐらされた外周構部分のみの検出で、内部  

の構造などは不明である。隅丸方形の平面形を基調としているとみられ、外周溝は南辺の中央部が3m以上の幅  

で陸橋状に掘り残され、南東隅部から東辺、北辺、さらに北西の隅部へと連続していた。西辺部については検出  

されなかった。規模は外周滞の内法で南北最長部が約11mを計る。東丙も同規模であったとみられる。南北軸  

は300 西に振れていた。外周溝の形態は、内側は比較的直線に整えられ立ち上がりも急であったが、外側は不  

整形で幅や深さが一定ではなかった。概して隅部では幅が狭く浅くなっていたとみられる。底面には土坑状の深  

い落ち込みが数カ所認められ．、北辺部の西では深さ4nemほどあった。掘り込み面は第YⅣ層よりも下付であった。  

坤没状態：C軽石を少葺合む哩土で、北辺部の外側からの流入土にはやや多く含まれていた。また北辺部では上  

部に10cm弱の厚さでHr－FA層の堆積が認められ、下層では炭化物を少量含んでいた。  遺物：外周溝の中位  

から下位で多量の土器群が出土した（第32～35図）。南辺部と、北辺から北西隅部にかけての部分に集中しており、  

第25図 C区 H－1号住居跡遺物出土状況  
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C－C■  

1明黄褐色土  
。 虎  

E－E’  

1黒色粘質土 AsC少量、共橙色粒微量含む。  
鉄分沈着。しまりあり。粘性強。  

2 黄橙色土  AsC少量、黄橙色粒多に含む。  
鉄分沈着。しまりあり。粘性強。  

しD 予断鵬  

ノ。  
鉄分沈着。しまり・粘性あり。  

4 黒褐色粘質土 As－C少量、炭化物少量含む。しま  
りありn 粘性強。  
AsC少量含む。しまり・粘性あり。  5 褐灰色土   

＿．・・＝■ヒ．－＿ム■＿■■一t■占■仁一＝TT＿「1＿■・＝一▼■－■■■ナ‾■■一■  

カクラン  
¶・  

第26図 C区H1号住居跡   



東辺部ではほとんど出土はなかった。 時期：古墳時代前期であり、As－Cの降下以後の構築である。   

H－2号住居跡（第27・28図、PL．17）  

位置：調査区南半部のⅩ223～225、Y52～55で検出された。 重複：W－13号・16～18号・35号溝、H－3  

号住居に切られ、D－15号・17号土坑を切っていた。  規模・形態：外周溝部分のみが検出された。平面形は  

1号住居と同じく隅丸方形であったとみられる。外周溝は西辺部から南辺側への隅部と、南辺の東側の一部分  

のみで、北辺側では検出されず東辺部は調査区外であった。南辺側は中央部が幅約2．8mの陸橋状に掘り残され  

H－2号住 A－A、B－B’  

褐色土  カタラン。砂質上 しまり・粘性なし。  
褐灰色粘質土 As－Cを少量含む。鉄分沈乱 しまりややあり。粘性あり。  

t  

A  
776 学ー⊥ てエ′ケ「ヰ去  

ニ  
一 県褐色粘質土 AsCを多く含む。鉄分少量沈着。しまりあり。粘性軌  

B／  
H－3住  

B 3  

議案章車華苧      l  
†  w－35  †  W－17 †  

W16 TTTて 
′   

＼  

H一宏任外周滑  ＼  

H－3号住B8－  

1褐色土  
2 黒褐色土  
3 暗褐色土  

C  
77・古「丁㌍二  カクラン。砂質土。しまり・粘性なし。  

AsCを微量含む。しまり・粘性あり。  
As－Cを少量含む。鉄分沈着。しまり・粘性あり．  

H－3住  

＼、  

77．5菩▼H‾3ピぎト w－35  E／   
丁r」 J、∴∴  

＼  

第27図 C区H－2号住居跡・3号住居跡  
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第28図 C区 H¶2号住居跡、3号住居跡遺物出土状況   

ていた。規模は、西辺の内法の長さからみて一辺8m以上で、南北軸は200 ほど西に振れていたと考えられる。  

外周構の形態は、外周側は不整形で立ち上がりもゆるやかであったが、内側は急であった。深さは全体に浅かっ  

たが、西辺北端と、南辺の東端部はピット状になり40～50cmの深さがあった。 埋没状態＝埋土中にはC軽石  

が少量含まれていた。As－Cの降下以後の構築である。 遺物二外周溝中、特に南辺の西隅部からまとまって  

土器が出土した（第36・37図）。 時期：古墳時代前期で、As－Cの降下以後の構築である。   

H－3号住居跡（第27・28図、PL．17・18）  

位置：調査区南半部のⅩ222～224、Y54・55で検出された。 重複：H－2号住居、D－14号土坑を切り、W－13号・  

34・35号溝に切られ、現代の暗渠排水溝にも切られていた。 規模・形態：擾乱や重複のため明確なプランは  

捉えられなかった。南東側にL形に低い立ち上がりがみられたが、位置的に壁とは考えにくい。床面も明確な硬  

化面などは認められなかったが、柱穴とみられるピットを3カ所検出した。北のピットは深さ70cmほどあった  

が、西及び南のピットは20cm弱の深さであった。いずれも大きく浅いピットを伴っていた。東に検出したピッ  

トは小規模で柱穴とは考えられず、柱穴はW－35号溝の重複部に存在したものとみられた。D－14号土坑の南に  

は貯蔵穴とみられるピットを検出した。長径1m、深さ15cmほどのピットで、内部からほぼ完形の椀が出土し  

た。これらのピットや遺物の出土位置などを合わせ考えると、一辺7mほどの規模の住居であったとみられる。   

埋没状態：埋土中にはC軽石が少量みられたが、Hr－FAは確認できなかった。 遺物：遺物の出土は少なく、  

貯蔵穴（3－3）以外に、北のピット内から杯の破片（3－4）が、床面直上からは散在的に土器片（3－1・2）  

が出土した（第38図）。 時期：出土遺物から古墳時代後期であり、Hr－FA降下以前とみられる。  
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2 土 坑   

D－6号土坑（第29図、PL．18）  

位置：調査区中央付近X218、Y50で検出された。 重複：W－33号満とトレンチに上部を切られ、中央部分を現  

代の擾乱の溝に切られていた。 規模・形態：平面形は長円形であったとみられ、残存部の南北長辺が1．7mを  

計る。深さは10cm強で、立ち上がりのゆるやかな皿状の断面形であった。 埋没状態：C軽石を少量含んだ埋  

土であった。 遺物：底面上から壷の大型破片などが出土した（第39図）。 時期：遺物から古墳時代前期である。   

D－14号土坑（第29図、PL．18）  

位置：調査区東半部X222、Y53・54で検出された。 重複：W13号・33号溝に一部を切られ、中央部を東西  

に現代の暗渠排水溝に切られていた。 規模・形態：中央部がくびれ、南北に長い溝状の平面形である。南北の  

両端にはゆるやかに立ち上がる突出部が付随している。本体の長辺部が4．7m、北半の最大部の幅が約2mと大  

型であった。深さも68cmあり、断面は逆台形状で、西壁側は垂直に近い立ち上がりであった。底面は平坦で、  

底面の直上からは湧水があった。掘り込み面は第ⅩⅣ層よりも下位であった。 埋没状態：最下層は泥炭質の漆  

黒色土で、この上部には東から流れ込んだ状況でAsCの二次堆積層が見られた。この上部からはC軽石を含  

んだ埋土であり、さらに最上層にはHr－FA層が薄く水平に堆積していた。 遺物：C軽石の二次堆積層の上  

位の埋土中から高杯が出土した（第39図）。 時期：埋土や遺物から古墳時代前期であり、As－C降下以前の  

構築と考えられる。   

D－15号土坑（第29図、PL．18）  

位置：調査区の東半部X223、Y54で検出された。 重複：H－2号住居外周溝に上部を切られていた。 規模・形態：  

隅の丸い長方形状の平面で、東西の長辺部で1mを計る。深さは40cmほどで、逆台形の断面形である。東半部  

は底面が10cm強ほど高かった。底面は平坦であった。 埋没状態二D14号土坑と同様で、最下層に厚く泥炭  

質土が堆積し、上部の埋土にはC軽石を多く含んでいた。C軽石の二次堆積層は認められなかった。 遺物：土  

坑に伴う遺物の出土はなかった。 時期：埋土の状況から古墳時代前期、D－14号土坑と同時期とみられる。   

D－16号土坑（第29図、PL．18）  

位置：調査区中央部Ⅹ217、Y44で検出された。 重複：H1号住居の区画内に構築されているが、前後関係は  

確認できなかった。 規模・形態：平面形はやや不整の南北に長い長方形で、長辺部が2m強の規模であった。  

深さは最深部で36cmほどを計る。断面形は箱形状で、底面は北側が一段低くなっており、全体にやや凹凸が見  

られた。 埋没状態：C軽石を少量含む埋土であった。 遺物：埋土の上部から壷の半欠品が出土した（第39図）。  

時期：遺物の状況から古墳時代前期である。H－1号住居の後か。   

D－17号土坑（第29図、PL．18）  

位置：調査区の東半Ⅹ222、Y53で検出された。 重複：W13号・18号溝に上部を切られていた。 規模・形態：  

東西に長いやや不整な長円形で、長辺部で約2mを計る。深さは40cmほどで、皿状の断面形であった。全体に  

凹凸が顕著であった。 埋没状態：埋土は、自然堆積とはみられない状況であった。 時期：埋土の状況から古  

墳時代前期とみられるが、形態や埋土からみて倒木痕の可能性がある。  

「「  
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D－14号土坑  D－6号土坑  

A／  A  カクラン  
77・5m鮎痛感頭野  

D－15号土坑  

ド
ト
 
 
 

D－14号土坑  
1 黒褐色土   AsCを多く含む。しまりあり。粘性強。  
2 灰色粘質土  As－Cを微量含む。鉄分少量沈着。しまりあり。粘性強。  
3 灰褐色粘質土 As－Cを多く含む。鉄分沈着多。しまり・粘性強。  
4 明褐色粘質土 A6C多量、軽褐色粒を少量含む。鉄分多量に沈着。  

しまり・粘性あり。  
5 褐灰色土   As－C二次堆積層。しまりあり。粘性なし。  
6 黒色土  橙褐色粒を少量含む。泥炭質。しまり、粘性弱。  

B／  

D16号土坑  

D」7号土坑  
1 黒褐色土  
2 暗褐色土  
3 暗茶褐色土  
4 茶褐色土  
5 灰褐色土  
6 黒褐色土  

第29図 C区古墳時代土坑  

As－Cを少量含む。鉄分少量沈着。しまりあり。粘性強。  
As－Cを微量含む。しまり・粘性あり。  
鉄分多量に沈着。しまりあり。粘性強。  
AsCを少量含む。鉄分多量に沈着。しまり・粘性強。  
As－Cを微量含む。鉄分多く沈着。しまり・粘性強。  
As－Cを微量、灰色粘質土を中量含む。しまり・粘性強。   

2m  

0   1：80    ： … ． ！  

－ 38 －  



Ⅵ 出土漬物   

1 平安時代末以降  

確実にAs－B下水田に関係する遺物は出土していない。その後の時期の遺構では、W－16号・17号・18号  

構跡以外では、混入晶以外にはほとんど遺物の出土はなかった。   

A区出土遺物（第30図、PL．19）   

A区北辺付近のX217、Yl15で出土した。As－B下水田が構築されている第Ⅶ層黒色粘質土の上面であったが、  

洪水起源とみられる灰黄褐色シルト質土の堆積する浅い窪地状部分の底面であり、この堆積層の出土とみられた。   

C区出土遺物（第30図、PL．19）   

C区北辺部の1号南北大畦畔の東側X214、Y28で出土した。As－B層の遺存状況が悪く判然としなかったが、  

水田面というよりはB軽石の浪士層中からの出土とみられた。  

A区出土遣物  C区出土遺物  

．照ニ？予ニ   
‘史  

［ニコ灰粕  0  5   10。m   

第30図 調査区出土遺物  

W－16号溝跡出土遺物（第31図、PL．19）   

平安末から中世の時期と考えられる最も規模の大きい溝跡で、ほとんどの地点で多数の遺物の出土があったが、  

多くは古墳時代の土師器片であった。図示した1、2、4は東端付近からの出土であり、3は中央部から、5は  

北端付近の底面の出土である。  

W－17号溝跡出土遺物（第31図、PL．19）  

近世から近代にかけての溝跡で、陶磁器片などが比較的多く出土した。1は中央部での出土である。   

W－18号溝跡出土遺物（第31図、PL．19）   

中世から近世頃の溝跡と考えられる非常に浅い溝であったが、遺物の出土は多かった。混入品の土師器片以外  

に軟質陶器や陶磁器の破片も多数みられた。1、2、6は中央部寄り北半から、3～5は北端部付近からの出土  

である。  
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16号溝跡出土遺物  

個巨ヨ灰軸  

■■働由  

0  ノ5  和白鵬  

第31図 溝跡出土遺物  

－ 40 －   



2 古墳時代   

H1号、2号住居跡、D－6号、14号、16号土坑は古墳時代前期、H－3号住居跡は古墳時代後期である。  

1 住居跡   

H－1号住居跡出土遺物（第32～35図、PL．19～22）   

第25図に示したように、すべて住居跡の外周清からの出土である。破片も含めて多量に出土した土器のほと  

んどが南辺陸橋部の両脇と、北辺から西辺の隅部からの出土であった。2か所とも外周溝が切れた部分の近辺に  

あたり、出土層位は底面から中層付近にかけてからであった。居住中の使用により破損した土器を手近な場所に  

廃棄したものと考えられた。多様な器種がみられるが、場所による偏りなどは認められない。13の壷の破片の  

みがやや広い範囲から出土している。   

H－2号住居跡出土遺物（第36・37図、PL．22）   

第28図のとおり、すべて住居跡の外周清からの出土である。特に南辺陸橋部の西側の部分からの出土が多かっ  

た。東側では調査範囲が狭かったこともあってか遣物の出土はみられなかった。西辺部では全体的に破片が出土  

しており、北端付近にはS字蛮が多くみられた。すべて底面近くからの出土であり、住居の存続中に廃棄された  

ものと考えられる。   

H－3号住居跡出土遺物（第38図、PL．23）   

第28図のとおり、住居の範囲は明確にとらえられなかったが住居内に散在的に分布しているものとみられた。  

中央から南にかけて杯類がみられ、3は貯蔵穴とみられるピット内の出土であった。1の甑の付近からは嚢の大  

型破片の出土があり、北カマドの構造であったと考えられる。  

2 土坑   

D－6号土坑出土遺物（第39図、PL．23）   

加飾壷口縁部の大型破片が底面から出土している。その他には図示した別個体の2点の壷片が、やはり底面か  

ら出土したのみであった。   

D－14号土坑出土遺物（第39図、PL．23）   

大型の有段高杯の破片が出土したほか、少量の土師器小片が出土した。高杯は底面から25cmほど上位で、A  

s－C軽石の流れ込みの土層の数c皿上部からの出土であった。他の土師器片もこれより上位の出土であった。  

H－2号住居の西辺外周溝の直近に位置しており、C軽石との関係からみて本土坑はH2号住居に先行するも  

のであり、土坑の埋没過程でH2号住居が構築されこの高杯が廃棄されたものと考えられる。   

D－16号土坑出土遺物（第39図、PL．23）   

壷の半欠品が出土したほかは、土師器小片2点のみであった。底面から16cmほど上位の埋土上部からの出土  

であった。  
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第32図 H1号住居跡出土遺物（1）  
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0  5  10cm  

第33図 H－1号住居跡出土遣物（2）  
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第34図 H－1号住居跡出土遺物（3）  

－ 44 －   



∴
・
ご
ご
■
 
 

30   

0  5  10Gm  

第35図 H－1号住居跡出土遺物（4）  
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0  5  10¢m  

第36図 H－2号住居跡出土遺物（1）  
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■■■赤彩範囲  

16   

第37図 H－2号住居跡出土遺物（2）  

0  5  10cm  

第38図 H－3号住居跡出土遣物  
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D－6号土坑出土遣物  

－1－、三  

［＝コ赤彩範囲  

第39図 土坑出土遺物  

第2表 A区出土遺物観察表  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

No．  遺構名  器種  寸法（cm）  （D胎土（∋焼成 ③色調   成・整形技法等   備考   

As－B？昆土居  陶器皿  口径：（13．8）  （む黒色粒微量   灰和。内面全体から休部上半に施軸。   1／5  
底径：（乳6）  （診還元焔   外面：休部ロクロ回転ヘラケズリ。高台部削り出し。   見込み部に重ね焼き痕。  
器高：3．6  ③灰白   内面：ロク口調整。   

第3表 C区出土遺物観察表  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

No．  遺構名  器種  寸法（cm）  （D胎土（診焼成（∋色調   成・整形技法等   備考   
Ⅹ［眉上面  土師質土器  口径：（9．0）  ひ細砂粒少   外面：ロク口調整。底部ロクロ回転系切り．   1／4  

」皿  底径：（5．2）  内面：ロク口調整。   

器高＝2・芦   

第4表 情跡出土遺物観察表（1）  
寸法の（）は推定値、〈 〉は残存値。  

No．  遺構名  器種  寸法（cm）   （∋胎土（診焼成（∋色調   成・整形技法等  備考   
外面：ロク口調整。  1／14  
内面：ロク口調整。内耳の貼付痕部残。  内外面、割れ口に煤が付着。   

器高   
2  W－16号溝  軟質陶  口径  （3乱0）  （訪酢砂粒少：黒色粒   外面：上半部ロク口調整。  1／12  

焙烙  底径  内面：ロク口調整。  径4mmの補修孔が1カ所  

器高  残存。   

3  W16号溝  陶器  底径    ①白色粒少   灰甜。全面に施軸。  1／5  
瓶  器高  く6．6〉  ・a還元焔   外面：ロクロ回転へラケズリ．  

（診灰白   内面：ロク口調整。   

4  W16号構  陶器  底径：（9．8）   ①細砂粒微量   底面に脚1カ所残存。内面全面と外面の一部に褐軸。  1／4  
香炉  器高：〈2．7〉   ・a還元焔  回転へラケズリ。上半ロタロ調整。  

笥灰自   内面  ロク口調整。   

5  W－16号溝  焼締陶器  券面：〈9．5〉   甘砂粒多   外面  ナデ。   j・・・・・  

大喪  ②還元焔  内面：ナナメナデ。  常滑   
③灰鱒  
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第5表 情跡出土遣物観察表（2）  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

No．  遺構名  器種  寸法（cm）   ①胎土 ②焼成 ③色調   成・整形技法等  備考   
ロ  W17引最  磁器  口托  lも．0  G）緻密   染付。摺絵。  1／2  

皿      ②堅緻  。蛇の目高台。  
曲調  3．6  （∋自   内面  ロク口調整。   

外面  ：上半部ロク口調整。   

内面：ロク口調整。  

3  W－18号溝  陶器  口径：（9．9）   ①緻密   陶胎染付。梅樹文。  1／4  
碗  誰高：〈4．3〉   ②還元焔   外面：ロク口調整。  

（∋灰自   内面：ロクロ調整。   

4  W－18号構  陶器  直径：（7．0）   ①緻密   陶胎染イ、J。  3／8  
」肌  器高：く2．2〉   （診還元焔   外面：ロク口調整。蛇の目高台。  

（∋灰   内面ニロク口調整。   

5  W－18号慌  磁器  口径  7．4  〔D緻密   染付。草虫文。  5／8  
杯      ②堅緻  

器高  2．3  ③白   内面  ロク口調整∩   
6  W－18号情  石製品  長さ  く7．7〉  （∋灰緑   重さ  く91．3g〉 石材：流紋岩 形状：直方体   1／2？  

砥石  幅：3．0  反側面の面は未調整の切断面。  長仙l面三面を使用。面は  
J享さ：2．2  大きく砥ぎ減り。   

第6表 H－1号住居跡出土遺物観察表（1）  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

No．  出土位置  器種  寸法（cm）   ①胎土（∋焼成 ③色調   成・整形技法等  備考   

ロ  周溝南西部  土師器  口径：18．6   ①砂粒多量：チャート∵黒色粒  S字状口縁。台裾部の破損後再調整を施し、疑似底部として使用。   胴部の部欠、台裾部欠。  
台付窺  底径こく8．2〉   ②良好   外面：口綾部ヨコナデ。胴部羽状ハケメ後、肩部ヨコハケメ。   外面胴部中位に煤、内面下  

器高：く28．8〉   （訓こぶい黄橙   台部ナデ後、不連続ナナメハケメ。  胴部に炭化物が付着。   
内面：口綾部ヨコナデ。更百部ヨコハケメ。胴部ヘラケズリ後、ナデ。  
台部ナデ後不連続ナナメハケメ。  

2  周構両辺  土師器  口径：18．4   （D細砂粒少：石英・片岩  S字状口縁。台部の破断面に平坦な磨滅部分が見られ、1と同   胴部部分的に欠、台裾部欠。  
台付老  器高：く27．4〉   （∋良好   様に再調整の可能性あり。  外面胴部中位に煤、内面下  

（∋灰黄褐   外面：  

台部ナ  
内面：   

3  周情南西部  土師器  lコ径：17，6   （D細砂粒多：雲母粒   S字状口縁。  口縁～胴中位1／2残  
台イ、」褒  器高：〈16＿5〉   ②良好   外面：口縁部ヨコナデ。胴部羽状ハケメ後、肩部ヨコハケメ。   2片  

③灰英褐   内面：ロ綾部ヨコナデ∩ 肩部ナデ。胴部ハケメ。   

4  周構北西部  土師器  口径：（15．3）   ①砂粒多：石英・片岩   S字状口縁。  口縁～胴中位1／2残  
台付窺  陪高：〈17．8〉   ②良好   外面：口縁部ヨコナデ。胴吉岡司状ハケメ後、肩部ヨコハケメ。   外面胴部中位に煤。  

③にぷい褐   内面：口綾部ヨコナデ。胴部へラケズリ後、ナデ。   

5  周構南西部  土師器  口径：17．2   （D砂粒多：チャート   S字状口縁。  口縁～肩部1／2残  
台付牽  踪高：〈8．3〉   （診良好   外面：口綾部ヨコナデ。肩部タテハケメ後ヨコハケメ。  

（∋にぷい黄橙   内面：口綾部ヨコナデ。肩部ハケメ後、ユビナデ。   

6  周構南辺  土師器  口径：12．8   （》細砂粒多   S字状口緑。  口縁～下胴部3／4残  
台付賓  終高こく11．8〉   （∋良好   外面：口縁部ヨコナデ。胴部羽状ハケメ後、肩部ヨコハケメ．   内面下胴部に炭化物  

③灰褐   内面：口綾部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ後、ユビナデ。   

7  周構両辺  土師器  口径：11．0   （D細砂粒多：石英   S字状口縁。  胴部中位1／3欠。  
台付牽  器高：く11．1〉   （∋良好   外面：口綾部ヨコナデ。胴部ナナメハケメ。  外面下胴部に煤。  

（∋灰黄褐   内面：口縁部ヨコナデ。胴部ユビナデ。   

8  周構両辺  土師器   （D砂粒多：石英   裾部内面折り返し。  裾部1／2欠。  
底径：（7．0）            台付褒    （∋良好  台部ナデ。  

芹高  く5．7〉  （∋灰黄褐   内面  胴部ナデ。台部ユビナデ。裾部ナデ．   

9  周溝北西部  土師器  口径  （16．0）  （D砂粒多：チャート・黒色粒  く字  縁。   2／3残  
台付窺  許高  く16．8〉  （∋良  ナデ。胴部雑なハケメ。   外面胴上半に煤。  

（3にぷい黄橙   内面  口縁部ハケメ後ヨコナデ？胴部へラケズリ？   

く手口緑。  口綾部1／3欠。  
？上胴部密なハケメ。下胴部粗いハケメ。  内面下胴部に炭化物。  

（3にぷい共棲   内面  口綾部ヨコハケメn 胴部へラミガキ？   

周洛南辺  土師器   （D細砂粒小   外面  胴部雑なハケメ。台部ナデ。   胴上部は一部のみ残  
底径：6．3  内面二胴部ヘラナデ。台部へラケズリ？   
器高：く12＿5）  

1「1 ⊥∠。  周照両辺  土師器   爪押J〉封7ゑ■チカート・石生  ■          ＝・         ＝   －－ ＝  裾真爪1／ワ々  

直径：8．4  内面：胴部？台部へラケズリ？   
器高：く6．4〉  

13  周溝北辺～  土師器  口径  14．3  往）砂粒多量：チャート・黒色粒  折返し口縁。  胴部1／3残  
北西部   壷      ②良好   外面：口縁部へラミガキ？胴部ハケメ後？ヘラミガキ．  底部位置は図上復元  

誰高  （30．0）  ③浅黄橿   内面：口縁部ヨコへラミガキ。胴部へラミガキ？   

14  周構両辺  土師器  コ径  13．0  （n細砂粒多量：チャート・黒色粒  内湾口縁。  ロ縁部5／8残  
壷  器高：く6．4〉   ②良好  外面  2片   

③浅黄橙  内面   
15  周構南辺  土師器   ①砂粒多量：赤色粒   外面  ヘラケズリ後ヘラミガキ？底部ナデ。   下胴部～底部残  

底径  内面：ハケメ。   
器高   

16  周構北西部  土師器   ①細砂粒   外面：ハケメ。  下胴部～底部残  
底径：8．0  内面：？   

器高：く5．0〉  

17  周構南辺  土師器  口径  8．3  ①細砂粒：石英   外面：口綾部ヨコナデ？胴部ヘラミガキ。  1／2残  
小型壷  器高：く8．8）   ②良  内面：口縁部へラミガキ？胴部へラミガキ？   

③灰褐  
18  周構北辺  土師器  口径：10．5   ①砂礫：チャート・片岩・石英  内湾口緑。  胴部1／2残  

小型壷  器高：く13．5）   ②良好  lフ  

l診橙   内面  ヘラケズリ？頭部ユビナデn   

19  周演＝北辺  土師器  口径：15．2   ①砂際：片岩・チャート石英・赤色粒  内湾  縁。脚部三方向に、三角形1孔・円形2孔の透し孔。  ［l縁～脚基部3／4残  
脚付鉢  器高：く13．5〉   ②良好  り  

③にぷい橙   内面  ？   
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第7表 H－1号住居跡出土遣物観察表（2）  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

No．  出土位置  器種  寸法（cm）   ①胎土（9焼成（∋色調   成・整形技法等  備考   

20  同溝両辺  土師語  口径  （10．0）  1砂原多：チャート黒色粒・片岩  口縁部1／2残  
2良   ナデ？体部へラミガキ？   口縁・胴・底部の3点から  

器高  （白．1）  3橙   内面  口綾部ヨコナデ？休部？   匝上復元。   
21  周構北辺  土師器  口径  12．0  1砂礫多：石英・軽石   外面  口縁部ヨコナデ。体部ハケメ。底部ナデ。   ほぼ完形。  

杯  底径  内面：口綾部∃］ナデ。休部へラケズリ。   
器高   

22  丁司頂両辺  土師器  口径  12．3  1砂粒多量：石英・チャート・赤色拉  有段高杯。麟儒三方向に円形透し孔。  ほぼ完形。  
高杯  2良好   外面＝杯部人ラミカキ？脚部ヘラミガキ。裾部ヨコナデ．  

器高  9．1  3にぷい橙   内面：杯部へラミガキ？裾部ハケメ。   

23  周横面辺  土師器  口径  （22．2）  1砂粒多：石英・赤色桂一チャート・片岩  有稜高林。  杯部1／■4殊  
高杯  器高：く6．9〉   2良好  外面  

3橙  内面   
24  問構南辺  土師器  林部1／4残   

高杯   器高：〈3．1〉  内面   
3橙   

25  周溝南辺  土師器  底径：15．0   紬砂粒   脚部三方向に円形透し孔。  据部1／2欠  
高杯  器高：く6．9〉   2良   外面：ヘラミガキ。  

3にぷい橙   内面：杯部へラミガキ？脚上部シポリメ。裾部ヨコナデ？   

26  周構北西部  ■ 土師器  底径：13．3   1細砂粒：黒色粒・軽石  三方向に円形透し孔。  部のみ。  
高杯  粒高：〈6．4〉   2良好   外面：ヘラミガキ。  

【卦浅黄橙   内面：ハケメ後、穿孔。裾部ヨコナデ．   

27  同冊北辺  ・l≡・≡  口径  10．6  1細砂粒   脚部三方向に部箪形状の透し孔。  口縁部部欠、裾部大部分  
高杯      【D良好   欠。            外面：口縁部ヨコナデ。休部ヘラミガキ？脚部ヘラミガキ。  

器高  10．4  3灰白   内面：ヨコハケメ後、ヘラミガキ。脚部ヘラケズリ後？ヘラミガキ．   

28  周構南西部  土師器  口径  （11．7）  砂粒多：石英・黒色琵  外百：休部へラミガキ？  林部2／3残  
高杯  器高：く7．2〉   【診良  内面：杯底面指頭痕。休部へラミガキ？台部指頭痕。   

3灰自  
29  周洛南西部  土師  底径：8．3   （D砂粒多ニチャート・石英  低脚高林。  眠部一部欠  

器高杯  器高：〈4．2〉   （診良好   外面：？  

（∋橙   内面：？   

30  同溝両辺  土師器  口径：18，0   ①細砂粒多量：チャート・石英  結合器台。脚部4か所に円形透し孔。1か所に長方形状透し才L休部   口縁部・受部・脚裾部を部  
器台  直径：16．6   （∋良好   7か所に円形透し孔。  分的に欠。  

器高：16．2   （∋にぷい橙   外面：休部ヘラミガキ。受部ヘラミガキ？脚部ハケメ後、ヘラケズリ。  
内面：ヘラミガキ？受部？脚部ヘラケズリ後、ヨコナデ？   

粒多：石英・赤色拉  四方向に円形透し孔。内底面貫通孔。  
外面：？  

③にぷい黄樟   内面ニヨコにヘラケズリ？   

32  周筒北東部  土師零  底径：10．2   （∋砂礫多：石英∵片岩   三方向に円形透し孔。  裾部1／2欠。  
／ト型器台  器高：く7．0〉   （診良  外面：ハケメ。  

（訃健  内面：ノ＼ケメ後、ナデ．   

33  周溝南辺  土師器  器一首：く6．2〉   ①軸砂粒多量：チャート黒色粒  四方向に円形透し孔。内底面に貫通孔。  脚部片  
小型器台  （∋良   外面：ヘラミガキ？  

（∋にぷい橙   内面：ヘラケズリ。   

34  周構北西部  土師器  口径  6＿2  ①砂粒少：軽石  底部中くぼみ。   ほぼ完形。  
手軽ね土器      ②良好  

器高  4．7  （∋黒   内面  ユビナデ．   

35  周溝南東部  十冊  口径  （6．3）  1細砂粒少   外面  無調整。   口緑部の大部分欠。  
葎土中  手捏ね土器  直径  内面：エビナデ．   

冒旨高   

第8表 H12号住居跡出土遣物観察表（1）  
ヰ挫のI．I旦揮虚血．く 〉は碑坪蝿．   

No．  出土位置  器種  寸法（cm）  （訂胎土（∋焼成 ③色調   成・整形技法等  備考   

S字状口縁。頸部内面にヨコハケメ。  口縁部～肩部  
外面：口綾部ヨコナデ。胴部羽状ハケメ後、肩部ヨコハケメ。  

（さにぷい黄橿   内面：口綾部ヨコナデ。胴部ユビナデ。   

2  周構北西部  土師器  口径：19．4  ①砂粒多：チャート石英・赤色粒  S字状口縁。雪頁部内面にヨコハケメ。  口緑部1／4欠  
台付蛮  醍高：〈10．0  （診良   外面：口綾部ヨコナデ。胴部羽状ハケメ後、肩部ヨコハケメ。  

（∋にぷい黄橙   内面：口綾部ヨコナデ。肩部部ユビナデ後、胴部へラケズリ。   

3  周溝南部  土師器  口径：（16．5）  （D砂粒多   S字状口縁。頭部内面にヨコハケメ。  口篠部～胴上部1／3残  
台付魂  甘旨高：く8．8〉  （∋良好   外面：口縁部ヨコナデ。胴部羽状ハケメ後、肩部ヨコハケメ。  

（∋にぷい橙   内面：口縁部ヨコナデ。胴部ユビナデ。   

口綾部1／7残  
外面：ヨコナデ。  
内面：ヨコナデ。   

脚下部～台部部欠。  
台付褒  臨高：く6．7〉  （∋良   外面：胴部ハケメ。台部ナデ後、ハケメ。  内面周縁に炭化物。  

③橙   内面：胴底部ナデ。台部ユビナデ後、ナデ．   

6  周構北西部  土師器  氏‡至：（9．1）  ①砂粒多：石英チャー下・赤芭粒■  部内百折り還し。  貯部1／8残  
渾土中  台付喪  挺高：く6． 外面：台部ナデ後、不連続ナナメハケメ。  内底面に多量の砂粒を含む  

（∋にぷい橙   内面二胴部ヘラケズリ後、ナデ。台部ユビナデ後、ナデ。   草占土を付加9   
7  周情■南部  土師器  ［l径：（12i6）  ①砂礫：チャート・赤色粒・石英  く字口縁。  口■縁～胴■中位1／4残  

台付窺  踪高：く7．4〉  喧）良好  ナデ。胴部ハケメ。  
喧）灰黄褐   内面  口緑部ヨコナデ。胴部ヨコナデ。   

8  周溝南部  土師器  匝径：7．．9  〔D砂粒多量：石英・チャト黒色拉・赤色拉  外面  ナデ？  

台付襲  匪高：く5．4〉  喧）良好  内面：台部横にナデ。   
3橙  

9  屈 三■＝・三  土師器  口■径：（14．8）  ①砂粒少：石英・片岩・赤色粒  二重口縁。   口綾部1／2残  
〕班二  器高：く3． 面：ヨコナデ？全体を赤彩。  

◎橙   内面：ヘラミガキ？上段部を赤彩。   

10  周構南部  土師器  口径：（17．0）  〔D細砂粒小：赤色粒  こ重口羅こ  
壷  器高：く2．6〉  ②良好   外面＝ハケメ後、口唇部ヨコナデ．  

恒）にぷい橙   内面：へラミガキ。   
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第9表 H2号住居跡出土遺物観察表（2）  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

パレススタイル亜。口唇部外面に粘」一帯をイ、l■し幅広の照応とし、   口縁部1／8残  
4本？一組の棒状浮文を4単位？貼付。  
外面  
内面   

胴下部～底部妹  

3惜灰黄   

外面：？全体を赤彩。  杯部1／2残  
高杯  器高：く5．3〉   2良好  内面：杯部ヘラミガキ？脚部へラケズリ。   

14  周構南部  土師器  器高：く4．8〉   1砂粒少：赤色粒・軽石   附加  三・鼎和こ円形透し孔。   杯底部～脚上半部残  

高杯  2良  
恒）にぷい褐   内面  坪底部ヘラミガキ？脚部シポリメ．   

15  周溝北西部   土師器   口径：（7．0）  
葎土中   小型器台   鮨高：く2．0〉  内面   

3橙   

16  同情南部  土師器  」径：（7．4）   ・1砂粒多：石英・赤色粒  外面i？  器受部1／4残  
凍土中  小型器台  辟高：く1，3〉   筐）良好  内面ニ？   

③橙  
17  同港南部  土師器  暑旨高：く4．8〉   ①砂粒多：石英・チャート・軽石  脚部に二段・三方向に円形透し孔。  脚上半部残  

／ト型器台  喧）良好  （フ  

③灰白   内面  シポリメ。   
18  周溝南部  土師器  口径  5．2  ①砂粒多：石英・チャート  外面  ナデ？   口縁部一部欠。  

手捏ね土器  橿径  内面：ユビナデ。   

踪高   
器台ミニチュア。  胴下部～台部1／2残  

19  ．只綿北醐  ＿－・・＝こ上  底径  （5．0）  圧）砂粒少   外面：ハケメ。  
③灰白   内面：ユビナデ。   

第10表 H3号住居跡出土遺物観察表  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

Noi  出土位置  器種  寸法（cm）   （D胎土（∋焼成（∋色調   成・整形技法等  備考   

ロ  葎土中  土師器  口径  （21．4）  ①細砂粒：軽石・赤色拉  外面二口綾部ヨコナデ。胴部下から上にヘラケズリ。  口縁部1／6、下丁阿部1／3  
曽瓦  底径  内面：口縁部ヨ］ナデ。胴部縦・横にヘラケズリ後、ヘラナデ。底孔ヘラケズリ。   残  
器高   2片を図上復元。   

2  覆土中  土師器  口径  12．0  1細砂粒：白色粒   須恵器梗概杯。口緑青記部面取り。  口縁部1／2欠。  
杯  器高  6．1  ②良好  ナデ？休部へラケズリ．   口緑部外面の一部に黒色の  

⑦橙   内面  口綾部ヨコナデ？休部ナデ？   付着物。   
3  貯蔵穴？内  土師器  口径：13．8   （D細砂粒：赤色粒   外面  へラケズリ？   ロ縁部一部欠。  

椀  滑高ニ5．5   （∋良  内面：口綾部ヨコナデ？体部ナデ？   

還橙  
4  ピット1内  土師器  口径：（12．0）   （D細砂粒：白色粒・赤色粒  内斜口縁。  口縁～休部1／8残  

杯  器高：く4・．8〉   （∋良好   外面：口綾部ヨコナデ。休部ヘラケズリ。  
（∋にぷい褐   内面：へラミガキ。   

第11表 土坑出土遺物観察表  
寸法の（）は推定値、く 〉は残存値。  

No．  遺構名  器種  寸法（cm）   （∋胎土 ②焼成（卦色調   成・整形技法等  備考   

ロ  D6号  土師器  曙鱒：23・1   （夢砂礫少：■軽石・石英   有段口縁加師壷。口唇部外両■に粘土帯を付加Lた幅広の靖百に、   口縁～頸部3／5残  
璽E  ポ楼：11．2   （∋良好   4本一組の棒状浮文を5単位？貼付。段部外面には4単位貼付。  

器高：〈7．4〉   （∋にぷい橙   面：ハケメ後ヨコナデ？頸部凸帯に櫛歯の連続刺突。段部の  
棒状浮文以下を赤彩。  
内面：ヘラミガキ後、口縁部に矢羽根状に3列の櫛歯の刺突文。   

2  ロ6号  土師需  頸径：8．1   ・1細砂粒多量：石英・チャート軽石  師部円筒状。   師部  
壷  器高二く ハケメ。  

3橙   ハケメ。胴部ユビナデ。         内面   
3  D6号  土師器   1細砂粒多量：石英・チャート・黒色ポ  外面  ナデ？   匝部1／4残  

底径：（5＿8）  内面：ハケメ後ナデ。   
器高：〈4＿9〉  

」  1114号  1二師  口径  （ワ乙別  印帥砂坪少   脚部  こ円形透lノ孔、ニ方向？   1／5碓  

器高杯      ②良   外面：体部へラミガキ。脚部ナデ？  3片を図上復元。  
器高  （14二4）  喧）にぷい共橙   内面：体部ヘラミガキ？脚部ナデ？  杯部内面に黒色の付着物。   

5  D16号  土師器  口径  （10．4）  l∋砂礫す量：石英・軽石・赤色粒  肩部内面に粘土紐巻上げ痕。   1／2残  
壷      短）良   外面：ナデ？  弥生系土器か。  

器高  19．5  3にぷい橙   内面：口縁部ヘラナデ？胴部ユビナデ後ナデ？   
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Ⅶ まとめ  

調査において気付いた点を記してまとめとする。なお、隣接地点で同時に調査された南部拠点地区遺跡群‰  

11について、調査担当者の永井智教氏より種々の資料を提供いただき参考とさせていただいた。  

1 平安時代末以降  

条里聖地割りについて（第40図）  

As－B下水田は、調査区A、B、Cの範囲の全域に広がっていたと考えられる。この中で東西大畦畔が3条  

（A区・1号、B区・2号、C区・3号）、南北大畦畔が2条（C区・1号及び2号）確認された。これらを隣接  

の南部拠点地区遺跡群N仇4、‰7、Nn8、Nmll、さらに北方の横手湯田遺跡などの調査結果と重ね合わせると  
（1）  

第40図のようになった。これにみるように周辺では109～110m間隔の大畦畔で区画された条里型地割りが整  

然と施行されている。今回検出された1号から3号の東西大畦畔、さらに2号南北大畦畔については、この周辺  

の条里区画の基準に整合していた。しかしB区からC区にかけて250m以上の間で検出された1号南北大畦畔に  

ついては、この基準に合致していない。一方で、‰．7の調査で検出された南北大畦畔から想定された区画とは、  

110mほどの間隔や走向の方位が適合していた。本調査区の1号南北大畦畔や、‰．71a区西端部と‰8B  

区東端部などで検出された南北大畦畔は、その規模や形態などからみて大畦畔であることは確実である。過去に  

これに似た状況で区画の基準に合致しない南北大畦畔が、900mほど東方の下阿内前田遺跡でも確認されている。  

いずれも東西大畦畔の方位は一致しているので、異なる区画基準であったとは考えにくい。坪界を構成しない内  

部の区画割りのための畦畔であったものか、あるいは条里施行の時間的な差などにより区画の基準が異なったも  

のかなど、さらなる今後の検討が必要である。  

ご′  十い －一叫 

＿阻IJ                                 、1                                                                                            【  ＝、   。一  

。l≡l．． 

第40図 条里型地割り想定図  
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土坑について   

D－10号土坑と11号土坑については、B軽石を多量に含む埋土で形態・規模も同様のものであった。また重  

複するW16号溝との位置関係も共通しており、Ⅰ－1号井戸跡がやはり似た状況にあることからみて、W－16  

号溝の流水や湧水を利用した溜井状の井戸と考えられる。D－7号土坑も立地は異なるが似た形態で、同様に溜  

井施設とみられる。後述する東側微高地の畑地、あるいは西側の徴高地への潅漑に利用するための便宜的な施設  

ではなかったかとみられる。   

溝跡について（第41図）   

C区では平安時代未以降の構跡が多数検出されたが、このうち平安末から中世にかけての溝跡は、埋土の様子  
から大きく3時期に区分できた。最初の時期はAs－Bの降下で直接埋没しているもので、Wp2号・4号・6  

号・9号・10号・12号・15号・27号31号・38号溝である。このうちW－2号・6号・10号・31号溝につい  

ては大畦畔に伴う溝跡であった。W－9号溝はC区の谷地部に位置し、Ⅹ1号窪地から南方へ派生していた。  

W－12号・15号溝は谷地の西辺を走り、規模・形態が同様で一連のものともみられる。さらに規模は異なるが  

前記のW－9号溝とも走向が一致し、連続している可能性がある。これらは、流水などの痕跡は認められなかっ  

たが溜井状のⅩ－1号窪地からの水路であった可能性が考えられる。排水のための溝跡であろう。W－27号・38  

号溝は水田の畦畔を切って不定方向に走っており、溝跡としたが非常に浅く底面は凹凸が目立っものであった。  

N。．11で想定されたような道の跡の可能性もある。いずれにしてもこれらの溝は水田面や畦畔を切って構築され  

ていることから、この時点ではこれらの区画は水田として耕作されていなかったことになる。   

次は、As－Bの降下からさほど時間を隔てない時期に開整された溝で、第Ⅹ層あるいは第Ⅸ層由来とみられ  

るB軽石を主とする暗褐色の混土層で埋まったもので、W－7号・13号・16号・33号・34号溝である。W－7  

号溝は北の調査区外から続いており、Ⅹ2号窪地に接続して終わっているようであった。W－16号溝は、調査  

区内の谷部と微高地の地形の変換線を南北に縦断する規模の  

大きい溝で、水流も相当あったことが知られた。その後の近  

世から現代にかけてのW－17号溝がこれを忠実にトレースし  

て走っていることや、東西方向の構跡がすべてW－16号溝を  

基準としているようであることなど、後世の土地利用にまで  

大きな影響を有した溝跡である。   

最後が、軽石の混入量がやや少ないB浪士で埋没している  

構で、第Ⅶ層の黄橙色砂質土の影響とみられる黄灰褐色を呈  

するB浪士層であった。W－8号・11号構・14号・19号～  

26号・28号～30号・32号・35号～37号・39号構と最も多く、  

いずれも規模は小さい。このうちW11号溝は流砂の堆積な  

どから排水路と考えられた。その他の多くは調査区東半の微  

高地上に構築されており、L字形に屈曲したり、T字形、十  

文字に交差するものが多かった。底面の高低差もほとんどな  

く、水路というよりは区画のための溝とみられ、畑地の境界  

溝と考えられた。第41図のとおり区画は東西に長い長方形  

を基調としているが、すでに条里区画とは異なり地形に応じ  

た区画となっているようである。中世以降は東側の微高地部  

分は畑地としての利用であったと考えられる。  

F，3倉 ：：二B軽石主体埋土  

事■B軽石多量埋土  

0          20日l 二 ．．．．！  

第41図 C区平安時代末以降の溝跡位置図   
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2 古墳時代  

後期の住居跡について   

H－3号住居は古墳時代後期の住居跡であった。No．11の調査区でも同時期の土器がまとまって出土しており、  

周辺部の過去の調査では、徳丸仲田遺跡Ⅰ区で後期の住居跡が1軒検出され、河道跡からは須恵器杯蓋などが出  

土している。西田遺跡では土坑・ピットが検出され、溝跡からも後期の土器が出土し、横手湯田遺跡C区とD区  

では土器が集中する部分が検出された。このほかにも周辺部で後期の土器の出土があり、いずれも後期でも比較  

的早い段階の時期とみられる。住居跡自体の検出例は本遺跡で2例目であるが、周辺でのこのような状況を考え  

ると、古墳時代後期の初め頃には徴高地上の各所に数軒単位程度で住居が散在していたことがうかがわれる。   

前期の住居跡について   

前期のH－1号・2号住居は外周溝部分のみの検出で、内部の構造は不明である。このような浅く不整形な外  

周溝をめぐらす形態の住居の検出例として、隣接するNo．11地点、北西900mほどの横手湯田・横手早稲田遺跡、  

南方の玉村町の上之手八王子遺跡、大田市新田の唐桶田遺跡、さらに周溝の形態が異なるが伊勢崎市三和工業  

団地Ⅰ遺跡などがある。低地帯に立地する該期の住居跡に認められ、特に前橋台地南部で多くの発見例がある。  

H－1号・2号住居はともに隅丸方形の平面形を基調とするとみられ、H－1号住は内法の一辺が11mで、住  

居の本体部分も大型であったとみられる。   

遺物は、H1号・2号住居とも良好な土器群が出土した。特に大型のH－1号住居では土器の出土量も多  

かった（第32～35図）。台付餐には、S字賓1～8とく字棄9～12がある。破片も含めS字嚢が主体であり、  

すべて外面肩部にハケによる平行線が施され、1～4は口縁端部が外反して内面に平坦面をつくる。1は頸部内  

面にヨコハケメを残す。壷は、折り返し口縁で球形胴の13と内湾口縁の14がみられ、15は下ぶくれの胴部で  

ある。小型壷は口縁部が外反する17と内湾口縁の18があり、胴部は球形化している。脚付の鉢19は大型で口  

縁部が大きく内湾する。類例が横手早稲田遺跡で出土している。鉢20は有段口縁を持ち底部は小さな平底であ  

る。杯21は厚く粗雑なっくりで、弥生系の器種である。有段高林22は杯部は浅くなっており、脚裾部が大きく  

開く。有稜高杯23は口縁が大きく開き稜は弱い。25も裾が大きく開く脚部で、有稜高杯の脚部とみられる。高  

杯27・28は椀状の杯部で、在地の弥生系の土器とみられる。結合器台30は受け部が鍔状に大きく発達した特異  

な形態であるが、似た器形が太田市中溝・深町遺跡で見られる。小型器台31は脚部にわずかに屈折が残ってい  

る。H－2号住居（第36・37図）では、S字嚢1～6とく字嚢7・8があり、やはりS字嚢が主体である。1  

～3は頸部内面にヨコハケメを残す。壷は口縁部片のみだが伊勢型二重口縁の10やパレス壷の11がみられる。  

11は口縁部内面の平坦面が下がり気味でやや新しい様相とみられる。有段高杯13は杯部が浅めである。小型器  

台は受け部が皿状の形態である。なお、両住居跡とも手軽ね土器を数点ずつ出土していることは興味深い。   

以上のようにく字棄やH－1号住居の結合器台30、さらにわずかな在地系とみられる土器などを除いて、ほと  

んどの器種が東海系といわれる土器であった。S字嚢については、井野川流域での田口一郎氏による分類・編  

（2） 年が示されており、これによればH－1号住居、H2号住居ともⅡb類に比定されるものが主であり、両住居  

はほぼ同時期と考えられる。また、S字嚢の故地である濃尾平野の廻間編年ではH－1号住居の3はB類の新段  
（3）  

階に相当し、廻間Ⅱ式の新段階にあたる。全体に壷や鉢などに内湾口縁の形態を残すものの、H1号住居17・  

18は球形の胴部でやや新しい様相であり、有段高杯や有稜高杯は杯部が浅くなり、パレス壷もやや時期が下る  

（4） とみられることなどから、廻間Ⅱ式期でも末頃に位置づけられ3世紀末の年代が与えられる。   

出土土器の様相からは、石田川式土器様式の確立される直前の時期にあたるとみられ、No．11地点や横手湯田・  

横手早稲田遺跡の集落とともに、この前橋台地南部の低地帯に最初に進出した集団の一部と考えられる。この後、  
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県内平野部を中心に広範囲に石田川式土器が展開し、前橋八幡山古墳や元島名将軍塚古墳などの大型古墳が築造  

されていくのであろう。   

土坑について   

前期のD－6号、14号～17号土坑のうち、D－6号土坑では底面から加飾壷の口縁部が出土した。棒状浮文  

を口縁部に二段に貼付し、内面に矢羽状の刺突文、外面には赤彩が施されている。器形は柳ヶ坪型壷の二重口縁  

に近い形態で、パレス壷とは異なる。頸部の形態は異なるがこれに似た口線形態で棒状浮文を口縁端部に貼付し  

た加飾壷が、パレス壷とともに高崎市貝沢柳町遺跡の方形周溝墓から出土している。加飾壷は特殊な土器であっ  

たとみられることから、本土坑については墓填であって、加飾壷はこれに副葬あるいは供献された土器ではない  

かと考えられる。   

D－16号土坑では、埋土上部から直口縁壷の半欠品が出土した。器形や、内面の輪積み痕など弥生系の土器と  

考えられる。土墳墓に供献されたものとみられ、H1号住居廃絶後の構築とみられる。   

D14号、15号土坑はH－2号住居にやや先行する土坑で、D－17号土坑は倒木痕の可能性が強い。   

今回の調査では、古墳時代前期は住居跡2軒と土墳墓2基が検出された。住居跡がさらに東にも存在する可能  

性はあるが、いずれにしても小規模な集落であったとみられる。同時期の集落は、谷地部を隔てて西に隣接する  

No．11で9軒が、横手湯田・横手早稲田遺跡でも10軒ほどの集落跡が発見されている。そのほか周辺部でも該期  

の土器の出土が認められた地点は多く、低地に面した微高地上にいくつかの小集落が分布していたと考えられ、  

その景観は古墳時代後期と似た状況であったとみられる。  

注（1）図のデータを南部拠点地区遺跡群No．11担当者の永井智教氏に提供いただいた。   

（2）田口一郎1981「S字状口縁台付嚢の分類と編年」『元島名将軍塚古墳』高崎市教育委員会   

（3）赤塚次郎氏のご教示による。   

（4）同 上  
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P L. 

調査地から榛名山方向を望む(南東から)

A 区(左)・ B 区(右)全景(右が北)



P L. 2 A 区

A 区 全景(右が北)

As-B 下水田 1号東西大畦畔 .W - 2号溝跡(上が北) As - B 下水田 1号東西大畦畔水口 1 (東から)

As - B 下水田 1 号東西大畦畔 S 十 1 (東から) As - B 下水田 1号東西大畦畔 S - 2断ち割り(東から)



A 区 PL . 3 

As- B下水回 l 号東西大畦畔 'W~ 2号潜跡土層断面(西から) A 区東半部 A s- B 下水田 (南東から)

A 区西半部 As - B 下水田(西から) As-B 下水田面耕具痕 (北西から)

A 区 遺物出土状態(北東から) D-l 号士坑 (東から)

D - 2 号土坑(南東から) W - l号潜跡(南から)



PL.4 A .S区

W~ 3 号溝跡(北から) W~ 4 号溝跡(北西から)

tょ'，-?'-tf， 戸場，、

W~ 4 号溝跡土層断面(南から) A 区基本層序(東から)

B 区全景(右が北)



B 区 P L . 5 

As-B 下水田 1号南北大畦畔 'W- 6号溝跡(右が北) As - B 下水田 1号南北大畦畔 'W- 6号溝跡(北から)

As- B下水田 l号南北大畦畔・ W - 6号溝跡土層断面F (北から) As-B 下水田 2 号東西大畦畔(東から)

B 区南半部 As- B 下水田(北東から) D-3 号土坑(西から)

D - 4号土坑(南から) W - 5 号溝跡(西から)



P L. 6 c区

C 区 全景(上が北)



C区 P L. 7 

C 区全景(南から)

C 区北半部 As - B 下水田と 1号南北大畦畔(上が北)



P L. 8 C区

C 区南半部 As - B 下水田と H-2 号 .3号住居跡(上が北)

As - B 下水田 1号南北大畦畔(南東から) As - B 下水田 1 号南北大畦畔西脇の足痕(東から)

As - B 下水田 1 号南北大畦畔断ち割り A (南から) As - B 下水回 3号東西大畦畔西半部.W - IO 号溝跡(西から)



C区 P L. 9 

As - B 下水田 3 号東西大畦畔・ W - I0号溝蹴(東から) As - B 下水田 水口 1 (南東から)

As - B 下水田水口3 (南東から) As - B 下水田 水口 5 (南東から)

As - B 下水田 2号南北大畦畔水口6 (南から) As - B 下水田水口 7 (南から)

As - B 下水田面凹凸状況(西から) As - B 下水田畦畔断ち割り D (北から)



P L. 10 C区

D - 5号土坑(南から) D - 7号土坑(北から)

D - 8 号土坑(南東から) D - 9 号土坑(東から)

D - 10 号士坑 (東から) D - 10 号土坑土層断面(西から)

D - 11 号土坑(東から) D ← 12 号土坑(南から)



C 区 P L. 11 

D - 13 号土坑(北から) 1 - 1 号井戸跡(北東から)

W - 7号潜跡、(北から) W-8 号溝跡 (南から)

W - g 号潜跡 . X - l号窪地(南西から) W - ll 号潜跡 (東から)

W - 12号潜跡(北から) W - 13号溝跡 (中)、16号 ・17 号潜跡(右) (南東から)



P L. 12 C区

w-14 号溝跡(北東から) w - 15号潜跡(北西から)

w-15 号溝跡土層断面(北西から) W- 16~ 1 8 号溝跡北端部(北から)

W- 16~18 号溝跡土層断面A(南から) w-16号・ 17号溝跡中央付近屈曲部(南から)

w- 19 号溝跡、 21号溝跡(東から) w - 20 号溝跡(東から)



C区 P L. 13 

w-22 号溝跡(東から) w-22 号溝跡土層断面A (西から)

w-23 号溝跡(南から) (2) w - 24 号溝跡(東から)

w-24 号・ 25 号・ 29 号潜跡交差部(南から) w-25 号 .26 号・ 28 号溝跡(北から)

w - 26 号溝跡 土層断面A (西から) w - 27 号溝跡(北から)



P L. 14 c区

w-30 号溝跡 (西から) w - 31 号 (右)・ 32 号(左)溝跡(東から)

w-31 号・ 32 号潜跡士層断面(西から) w - 33 号溝跡(南から)

w - 34 号溝跡東辺(南東から) w-34 号溝跡東辺最深部(南東から)

w-34 号・ 39 号潜跡交差部土層断面A (北西から) w - 35 号潜跡西辺、 36 号溝跡(南東から)



C 区 P L. 15 

w-37 号溝跡西辺(右)・ 38 号溝跡(左) (東から) w-38 号溝跡士層断面A (南東から)

w-39 号潜跡(西から) w - 40号(左)、 16 号・ 17号(右)溝跡(北から)

X - l号窪地 .w-g 号潜跡(北から) X - l号窪地土層断面(南から)

X - 2 号窪地(南東から) X - 2 号窪地土層断面(南東から)



P L. 16 c区

C 区、古墳時代遺構全景(右が北)

H - l 号住居跡(東から) H - l 号住居跡外周溝南辺(南から)

H - l 号住居跡外周溝東辺(南から) H - l 号住居跡外周溝北辺(北西から)



C区 P L. 17 

日 - 1号住居跡外周港南辺遺物出土状態(北東から) 日- 1号住居跡外周溝北辺遺物出土状態(南から)

日 1 号住居跡外周溝北辺部土層断面(西から) 日 2 号住居跡(西から)

H- 2 号住居跡外周溝南西部(北西から) H - 2 号住居跡外周溝南西部遺物出土状態(西から)

H - 2 号住居跡外周溝土層断面A(南から) 日 - 3号住居跡(東から)



P L. 18 C区

日 3 号住居跡遺物出土状態(北から) D - 6号土坑(西から)

D-6 号土坑遺物出土状態(西から) D - 14号土坑(南から)

D - 14 号土坑土層断面(南から) D- 15 号土坑(西から)

D - 16 号土坑(東から) D- 17 号土坑(北から)



P L. 19 

A 区出土遺物 C 区出土遺物 溝跡出土遺物

W-16 1 W-16 2 W 寸 6 3 

W-16 4 

W -16 5 

W -17 1 

W 寸 8 2 W -18 3 
W -18 5 

W -18 1 

W -18 4 
W -18 6 

H - l号住居跡出土遺物 (1)

2 



P L. 20 

H-l 号住居跡出土遺物 (2)
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13 
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H - l 号住居跡出土遺物 (3)

17 

16 

21 

25 

22 
26 
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27 
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30 
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H l  号住居跡出土遺物 (4)

34 35 

31 

H-2 号住居跡出土遺物

2 

4 

5 6 

9 10 

11 

15 
16 

17 18 19 
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H - 3 号住居跡出土遺物

4 

土坑出土遺物

D -6 2 

型、、 D -6 3 

D -14 1 
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